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「アラブの春」後の移行期過程 
─帰結を分ける諸要因― 
Comparative Analysis of the Post-Arab Uprising Transition 
Process: Interim Assessment of the Factors Influencing the 
Divergence of Interim Regimes 
 
池内 恵* 
 
Diverging outcomes are unfolding in the post-Arab Uprising countries’ 
transitional processes. In January 2014, Tunisia successfully adopted a new 
constitution based on a consensus of the opposing political parties and 
factions. In contrast, Egypt abolished one constitution and hastily instituted 
another in a time span of slightly more than a year. Yemen has announced the 
final document of the National Dialogue Conference in the same month. 
Libyans finally voted for the long awaited and disputed elections of the 
Constitutional Drafting Committee in February 2014. 
The paper picks up three factors which seem to be influential in determining 
the modality of transitional political process in the four Post-Arab spring 
countries. The first is the initial conditions of the transitional politics.. 
Differences in the way the previous regimes collapsed are analyzed to 
illuminate the continuity and break of the ruling institutions and state 
apparatus. The second factor is the type of the interim government. In line 
with Shain and Linz typology, provisional, power-sharing, caretaker, and 
international interim government models are applied to clarify the types of 
interim governments in each four countries’ different phases in transitional 
politics. The third is the “rules of the game,” particularly those pertaining to 
the constitutional process. Who set what kind of rules and how are to be 
considered in each of four countries and possible influences of each set of the 
rules of the game to the diverging results of the transitional politics are 
considered. 
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はじめに 
2011 年には、「アラブの春」の社会的な異議申し立ての高まりを受けて、複数のアラブ諸国で政
権が動揺あるいは崩壊した。アラブ世界に共通して広がった社会からの反政府的圧力に晒された各
国の反応は、それぞれに異なっており、政権の崩壊あるいは退陣以後の移行期政治の展開にも大
きな偏差がある。本論文ではチュニジア、エジプト、リビア、イエメンの政権崩壊後の新体制設立を目
指す移行期政治を比較検討し、当面の帰結とそこに至る経路を分析する。そこから、当面の帰結を
分けた諸要因や、中長期的な帰結を規定する諸要因を考察するための基礎的な概念を提示し、そ
れらの概念に沿って各国の移行期政治の基礎的な事実関係を整理しておく。 
焦点を当てるのは移行期過程の初期条件や制度設計である。本論文の構成は、第 1 節で移行
期政治の当面の帰結を概略したうえで、第 2節以降で帰結に影響を及ぼしたとみられる主要な要因
を検討する。第 2 節では、移行期政治の初期条件（旧政権の崩壊の様態）を、第 3 節では暫定政
権の性質を、第 4節では移行期政治の「ゲームのルール」のあり方やその設定主体を取り上げる。 
 
１． 移行期政治の当面の帰結 
「アラブの春」によって引き起こされた社会的・政治的な変動によって、体制の存続そのものが危
機に瀕する状況に追い込まれたのは、チュニジア、エジプト、リビア、イエメン、シリア、バーレーンの
6 カ国である 1。そのうち、長期的な内戦に陥ったシリア、政府側と反体制側に対話の接点が見いだ
せないバーレーンを除いた 4 カ国において、新体制を設立するための移行期政治が進んでいると
いえる。 
各国の移行期政治の当面の帰結は大きく異なっている。移行期政治のメルクマールとなる立憲過
程をみれば、比較的早期に憲法制定が行われた国々と、立憲過程が長期化している国々に二分さ
れる。チュニジアとエジプトでは 2014 年 1 月に、相次いで憲法が制定された。それに対してリビア
では 2月に遅延と混乱の末にようやく立憲起草委員会選挙が行われた。イエメンでは 2014年 1月
に国民包括対話会議で文書が採択され、憲法起草が端緒についたばかりである。 
比較的早期に憲法制定を行ったチュニジアとエジプトでも、内実は対照的である。チュニジアでは
2014 年 1 月 26 日に憲法草案が立憲国民会議で可決され 2、そのまま制定された 3。憲法制定から
                                                     
以下に本論文で記載するＵＲＬはすべて 2014年 2月 28日にアクセスを確認している。 
 
1 6カ国の政権の動揺と崩壊については、池内恵「『アラブの春』への政権の反応と帰結──六ヶ国の軌
跡、分岐点とその要因」『ＵＰ』第 480号（第 41巻第 10号）、2012年 10月、36－43頁がある。 
2 “Constitution Passes Milestone, Final Vote Expected in Days,” Tunisialive, 23 January 
2014.  http://www.tunisia-live.net/2014/01/23/constitution-passes-milestone-final-vote-
expected-in-days/ 
3 “Tunisia: a New Constitution Marking a Successful Revolution,” Tunis Times, January 28, 
2014. http://www.thetunistimes.com/2014/01/tunisia-constitution-marking-successful-
revolution-79818/ 
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時間をおかずに、新憲法下での最初の選挙を管理する党派色の薄いジュムア内閣も、与野党の合
意により承認されている 4。イスラーム主義を掲げるナハダ党主導の連立与党と、政権の退陣と立憲
国民議会の解散を求める議会内外の野党勢力の間に妥協が成り立ったことによって、新憲法制定と
いう移行期政治の最大の難関を乗り切った形である。 
エジプトでも 2014 年 1 月 14・15 日の国民投票の結果、新たな憲法制定がなされている。しかし
それはわずか 1 年余り前に制定された憲法を、軍によるクーデタで廃止し、ムスリム同胞団への支持
層を弾圧しながらのものだった。ムバーラク政権崩壊後の最初の選挙で第一党となったムスリム同胞
団は、サラフィー主義諸勢力と共に、憲法制定過程を主導的に推進した。議会構成を反映した憲法
起草委員会は 2012年 11月 30日に憲法草案を確定し、同年 12月 15・22日に行われた国民投票
で信任された 5。その際の投票率は 32.9％、賛成票は 63.8％だった 6。しかし 2013年 6 月 30 日の
ムルスィー大統領退陣を求めた大規模デモ 7と、7月 3日の軍の介入 8によって憲法は停止され、軍
の指名した憲法改正委員会によって全面的に書き改められた憲法草案が 2014 年 1 月 14・15 日の
国民投票で信任された。1 月 18 日の最高選挙管理委員会の発表によれば投票率は 38.6％、賛成
票は 98.1％だった 9。軍と暫定政権はムスリム同胞団をテロ組織と指定して 10強権的な弾圧を行っ
ており、過激派集団によるテロ 11も相次いでいる。 
                                                                                                                                                              
“Tunisian Constitution Officially Ratified,” Tunis Times, January 26, 2014. 
http://www.thetunistimes.com/2014/01/tunisian-constitution-officially-ratified-31532/ 
Larbi Sadiki, “Tunisia’s Constitution: A Success Story?” Al-Jazeera English, 27 Jan 2014. 
http://www.aljazeera.com/indepth/opinion/2014/01/tunisia-constitution-success-s-
2014121122929203231.html 
4 “Tunisia Steps Closer Towards Democracy: NCA Approves Care-taker Cabinet,” Tunis 
Times, January 29, 2014. 
http://www.thetunistimes.com/2014/01/tunisia-steps-closer-towards-democracy-nca-approves-
care-taker-cabinet-7612/ 
5 “Egyptian Constitution ‘Approved’ in Referendum,” BBC News, 23 December 2012. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-20829911 
6 “Egypt's Constitution Passes with 63.8 Percent Approval Rate,” Egypt Independent, 25 
December 2012.  
http://www.egyptindependent.com/news/egypt-s-constitution-passes-638-percent-approval-
rate 
7 “Egypt Crisis: Mass Protests Over Morsi Grip Cities,” BBC News, 1 July 2013. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-23115821 
Egypt protesters storm Muslim Brotherhood headquarters 
8 “Egypt Military Unveils Transitional Roadmap,” Ahram Online, 3 July 2013. 
http://english.ahram.org.eg/News/75631.aspx 
“Transcript: Egypt’s Army Statement,” Al-Jazeera English, 3 July 2013. 
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2013/07/201373203740167797.html 
9 “Official Vote Result: 98.1% Approves Egypt's Post-June 30 Constitution,” Ahram Online, 
18 Jan 2014. 
http://english.ahram.org.eg/News/91874.aspx 
10 “Egypt's Muslim Brotherhood Declared ‘Terrorist Group’,” BBC News, 25 December 2013. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-25515932 
「アラブの春」後の移行期過程 
   
95 
 
中東レビュー  Vol.1   ©IDE-JETRO2014 
性質は異なれども短期間で新憲法制定を行ったチュニジアとエジプトとは対照的に、リビアとイエ
メンでは立憲プロセスは滞り、長期化している。リビアでは 2012 年 7 月 7 日の投票によって選出さ
れた国民議会が同年 8月 8日に召集 12されて以来、移行期政治は停滞している。憲法起草委員会
の選出方法に関する合意形成が混乱・長期化したため、選挙後 1 年間を任期していた国民議会は
任期を大幅に超過した後にさらに 1 年の任期延長を自ら決議した 13。2014 年 2 月 20 日にはようや
く立憲起草委員会委員選挙の投票が行われた 14。 
イエメンでは諸勢力の代表者からなる国民対話会議が 1 月 21 日に「包括的国民対話文書」を採
択した 15。この文書では新憲法に盛り込まれるべき理念や原則についての諸勢力の合意事項を記
し、憲法草案作成のための専門家委員会の設置を記した 16。しかし具体的な憲法起草手続きは始
まっていない。 
これらの当面の帰結の偏差はいかなる要因によってもたらされたのだろうか。（１）旧政権崩壊の経
緯、（２）暫定政権の担い手、（３）移行期政治の「ゲームのルール」とその設定主体について次節以
下で順に検討してゆく。 
 
２．旧政権崩壊の経緯 
 最初に検討するのは、旧政権の崩壊の経緯である。「アラブの春」による社会からの異議申し立て
には、アラブ諸国を横断する共通性があった。しかしそれぞれの国の政権の崩壊過程は異なってい
た。各国の政権の崩壊過程の相違は、各国の移行期政治に初期条件の相違をもたらしたと考えら
                                                                                                                                                              
“Egypt Government Declares Muslim Brotherhood ‘Terrorist Group’,” Ahram Online, 26 
December 2013. 
http://english.ahram.org.eg/News/90037.aspx 
11 “Major Attacks since Egypt's 2011 Uprising: A Timeline,” Ahram Online, 17 February 2014. 
http://english.ahram.org.eg/News/94409.aspx 
12 “National Congress to Meet on 8 August: NTC,” Libya Herald, 24 July, 2011.  
http://www.libyaherald.com/2012/07/24/national-congress-to-meet-on-8-
august/#axzz2t0fNHYuK 
13 “GNC Votes to Extend its Life Another Year,” Libya Herald, 23 December 2013 
http://www.libyaherald.com/2013/12/23/gnc-votes-to-extend-its-life-another-
year/#axzz2uDwXMJ25 
14 “45 Percent Turnout in Constitutional Committee Elections but 13 Seats Cannot be 
Declared,” Libya Herald, 21 February 2014. 
http://www.libyaherald.com/2014/02/21/45-percent-turnout-in-constitutional-committee-
elections-but-13-seats-cannot-be-declared/#axzz2uDwXMJ25 
15 “Yemen’s National Dialogue Conference Concludes with Agreement,” BBC News, 21 
January 2014. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-25835721 
“Analysis: Yemen Faces Fresh Challenges as National Dialogue Ends,” BBC News, 28 
January 2014. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-25928579 
16 国民対話会議が発表した文書、Wathīqa al-Ḥiwār al-Shāmilは、http://www.ndc.ye/ar-
default.aspx からダウンロードできる。 
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れる。ここでは各国の旧政権崩壊の過程を検討しながら、移行期政治の初期条件を比較考察してお
きたい。 
各国の移行期政治の初期条件をみる際に、旧政権との連続性があるか否か、そして国家としての
一体性が維持されたか否かに着目する。旧政権との連続性あるいは断絶の度合いは、移行期政治
を主導する暫定政権の性質や、移行期政治に参加する諸勢力の性質と相互関係に影響を及ぼす
だろう。旧政権からの連続性は両義的なものとなるだろう。旧政権の主要な制度・機構の持続は、政
治・社会改革を阻害する可能性があると共に、比較的円滑で効率的な暫定政権の運営を可能にす
るかもしれない。旧政権を構成した勢力の訴追や迫害といった明確な断絶は、政権打倒に立ち上が
った勢力の復仇感情を満たすものの、長期的な安定を必ずしももたらすとは限らない。 
また、旧政権の崩壊が、内戦や宗派・地域間の分裂と紛争を伴い、国家機構そのものが大きく破
壊された場合、あるいは国家の領域一円支配や、国民社会の十全・一体性までもが失われるかその
寸前まで至った場合には、移行期政治はその前提となる国家建設や国民統合の段階を踏む必要が
出てくる。それは移行期政治の長期化を意味するが、政治的な改革という意味ではそのような長期
的なプロセスを経ることで結果的に大きな変化をもたらすことが可能になるかもしれない。 
 旧政権からの連続性あるいは断絶の度合いを測る際には、①大統領など最高権力者とその親族・
側近の地位が剥奪されたか、あるいは一定程度保持されたか、が重要なポイントである。②支配政
党が解体されたか、存続しているか。それに対して国家としての一体性の維持あるいは崩壊の度合
いには、軍や官僚機構、国営企業などの主要な国家機構や石油施設といった国家経済の基礎的資
産が解体されたか、維持されたか、といった点が特に重要になる。 
これらの項目に関して、チュニジアとエジプトは、政治指導者と支配政党の次元では断絶が大き
い。しかし軍や官僚機構、国営企業等の国家機構においては一体性が維持され、既得権限や圧力
団体としての影響力が持続しているという意味で、連続性が高い。これに対して、リビアは 4 カ国の
なかで、政治指導者や支配の諸機構において断絶が激しい事例だろう。軍や国営石油会社といっ
た基礎的で重要な国家の諸機構においても、一体性が失われ、断絶の度合いが著しい。逆に、イエ
メンでは、旧政権の退陣は大統領など最高権力者とその親族の訴追免除や権力の一定程度の維
持を条件にした合意によってもたらされたため、4 カ国の事例のなかで連続性は最も高い。ただし政
治変動の過程での地域主義の強化や一部地域での反乱の激化などにより、主権国家に領域一円
に支配を及ぼす国家機構・中央権力そのものの一体性には揺らぎが生じているという意味で、旧政
権からの連続性は揺らいでいる。 
 
（１）チュニジア 
チュニジアでは、政治指導者と支配政党の次元では不連続性が著しい。しかし国家機構の一体
性は保たれ、前政権からの一定の連続性がある。 
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地方都市スィーディー・ブーズィードで 2010 年 12 月 17 日に起きたムハンマド・ブーアズィーズ
ィー青年の焼身自殺をきっかけに各地で発生した反政府抗議行動に直面したベン・アリー（Zīn al-
‘Ābidīn bin ‘Alī； Zine El Abidine Ben Ali）大統領は、2011年 1月 14日に突如国外逃亡し、
政権が崩壊した。大統領の妻ライラ・タラーブルスィーとその親族をはじめとした大統領の
親族・側近の汚職が追及され、議会政治を主導してきた支配政党の立憲民主連合（Al-
Tajammu‘ Al-Dustūrī Al-Dīmuqrāṭī; Rassemblement Constitutionnel Démocratique: 
RCD）が解体、議会が解散された、といった諸点から、旧政権の権力装置の連続性は低い
といえよう。しかし軍や官公庁の一体性は概ね保たれ、国家機構の連続性は高いといえよう。
唯一国家機構の一体性に揺らぎが生じた局面があるとすれば、ベン・アリーの権力基盤であ
った内務省傘下の治安部隊に反乱の兆しがあったことだが、これは軍によって早期に鎮圧さ
れた。 
ベン・アリーとその親族が追放された後も、旧政権の閣僚が暫定的に統治を引き継ぎ、新憲法を
制定する立法議会の選挙を執り行った。ベン・アリーの国外逃亡直後には、まず憲法 56 条の「大統
領に一時的な障害がある場合」の規定を適用してムハンマド・ガンヌーシー（Muḥammad 
Ghannuūshī;  Mohamed Ghannouchi）首相が大統領を代行したが、翌 15日には、大統領の不
在が恒久的とみなされ、憲法 57 条の「死亡、辞職もしくは絶対的な障害により大統領が欠けた場合」
の規定により、フアード・ムバッザア（Fuʾād al-Mubazza‘; Fouad Mebazaa）国会議長が大統領代
行に就任し、ガンヌーシーは首相に復帰した。 
ガンヌーシー首相は 1 月 17 日に、一部の野党と労働組合を取り込んだ暫定内閣の組閣を発表
した 17。暫定内閣には「労働と自由のための民主フォーラム」代表のムスタファー・ベン・ジャアファル
（Mustafā Bin Ja‘afar; Mustapha Ben Jafar）やタジュディード運動（Ḥarakat al-Tajdīd; 
Mouvement Ettajdid）のアハマド・イブラーヒーム第一書記、アハマド・ナジーブ・アッ＝シャーッビ
ー（Ahmad Najīb al-Shābbī; Ahmed Najib Chebbi）、チュニジア労働組合総連合（Union 
Générale Tunisienne du Travail: UGTT）の代表に加え、ブロガーのスリーム・アマームー
（Selīm Amāmū; Slim Amamou）をスポーツ・青年担当相に任命するなど、政権打倒の運動に加
わった諸勢力の一部を取り込もうとしていた。しかしベン・アリーの追放だけでなく「体制そのものの打
倒」を呼びかけるデモの続行による社会からの圧力 18に直面し、野党勢力は早期に暫定政権を離
脱、あるいは政権内部から強い反対を表明して旧政権・RCD幹部による統治の続行を阻害しようと
した。 
                                                     
17“Tunisia PM Forms ‘Unity Government’,” Al-Jazeera, 17 January 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/africa/2011/01/201111715545105403.html 
18 “Tunisia Protesters Demand Change, Prisoners Freed,” Reuters, January 19, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/01/20/us-tunisia-protests-idUSTRE70D2OV20110120 
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これに応えて、暫定政権はまず 1月 18日にムバッザア大統領とガンヌーシー首相がRCDからの
離脱を表明 19し、1月 20日は全閣僚がRCDからの離脱を表明 20、1月 27日にはガンヌーシー首
相はRCDに所属していた閣僚 12名をすべて更迭した 21。2月 6日にはRCDの活動の停止を命じ
ており 22、2 月 21 日には内務省がRCDの解体手続きを開始した 23。3 月 9 日にはRCDが正式に
解体された 24。また、ベン・アリー大統領と親族・側近の訴追 25が行われ、亡命先のサウジアラビア
に対して強制送還の要請がなされ、資産の没収が進められた 26。 
ガンヌーシー首相は政権運営に行き詰まり 2月 27日に辞任したが、首相の座を引き継いだのは、
ベン・アリーが無血クーデタで追放したブルギバ初代大統領の下で外相など要職を経験していたバ
ージー・カーイド・アッ＝セブシー（al-Bājī Qāʾid al-Sabsī; Beji Caid el Sebsi）27だった。2011年
10 月 23 日投票の選挙結果を受けた立憲国民会議（al-Majlis al-Waṭanī al-Ta’sīsī; National 
Constituent Assembly）が 11 月 22 日に召集され、暫定的な統治の権限を円滑に引き継いでい
った。 
チュニジアの特徴の第一は、旧政権の閣僚あるいはRCDの有力幹部の多くが初期段階の暫定
政権で要職を担ったことである。第二には、軍が政治的な中立性を保ち、文民による統治が維持さ
れた点にある 28。軍はベン・アリー大統領への強い社会的な反対が表面化した際に、デモに対する
弾圧の命令を拒否して中立を守った。それによってベン・アリー大統領の政権維持を不可能とする
最後の打撃となったという点では、中立を保ったこと自体が、特定の政治的な立場を採ったものとも
いい得る。しかし軍の最高指導部と中間層の将校のいずれにおいても、その後の移行期政治の展
開の中で直接的に政治介入を行うことを避けてきた点は重視すべきである。ガンヌーシー首相によ
                                                     
19 “State TV: 2 Top Officials Depart Ben Ali's Party In Tunisia,” CNN, January 18, 2011, 
http://edition.cnn.com/2011/WORLD/africa/01/18/tunisia.protests/index.html?eref=edition 
20 “All Tunisian Ministers Quit Ruling Party- State TV,” Reuters, January 20, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/01/20/tunisia-protests-rdc-idUSLDE70J0F620110120 
21 “Tunisia Purges Government, Wins Union Endorsement,” Reuters, January 27, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/01/27/us-tunisia-idUSTRE70J0IG20110127 
22 “Tunisia Takes Steps to Halt “Security Breakdown”,” Reuters, February 6, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/02/06/us-tunisia-protests-party-
idUSTRE7151QQ20110206 
23 “Tunisia Government Seeks to Dissolve Ben Ali Party,” Reuters, February 21, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/02/21/us-tunisia-benali-party-idUSTRE71K59820110221 
24 “Tunisia Dissolves Ben Ali Party,” Al-Jazeera English, March 9, 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/africa/2011/03/20113985941974579.html 
 “Tunis Court Confirms Dissolution of Ben Ali Party,” Reuters, March 28, 2011. 
http://uk.mobile.reuters.com/article/worldNews/idUKTRE72R2HY20110328 
25 “Tunisia’s Former President Ben Ali Faces 18 Charges,” BBC News, 14 April 2011. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-africa-13082028 
26 “Ben Ali's Family and Friends,” The Guardian, 13 January 2012. 
http://www.theguardian.com/world/2012/jan/13/ben-ali-family-friends-assets 
27 “Tunisian PM Mohammed Ghannouchi Resigns Over Protests,” BBC News, 27 February 
2011. http://www.bbc.co.uk/news/world-africa-12591445 
28 “Military Backs New Leaders in Tunisia,” The New York Times, January 16, 2011. 
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る暫定政権の運営の行き詰まり直面した際も、軍は介入せず、ベン・アリー政権以前の文民閣僚経
験者に暫定的に統治の権限が委譲された。このようにして、旧政権から一定程度断絶すると共に、よ
り長期的な国家としての連続性を担保し得た点が、チュニジアの移行期政治の初期段階における特
徴といえよう。 
 
（２）エジプト 
 エジプトでも、大統領と親族・側近が地位と特権を剥奪され、訴追・追及を受け、支配政党が解体さ
れたという点において、最高権力者とその支配の装置の面では旧政権との連続性は低い。しかしチ
ュニジアと同様に、国家機構の一体性・連続性は概ね保たれたといえる。2011 年 1 月 25 日にカイ
ロで始まった反政府デモの大規模化と全国への拡大のなかで、ムバーラク（Muḥammad Ḥusnī 
Mubārak）大統領は、軍を掌握していることを、メディアを通じて誇示していたが 29、軍は 1 月 30
日に国民への不発砲を宣言した後、徐々に距離を置いていった。軍が決定的にムバーラク政権と袂
を分かったのは、2 月 10 日に、「国軍最高司令官」である大統領を抜きにして軍最高評議会（al-
Majlis al-A‘lā li al-Quwwāt al-Musallaḥa; Supreme Council of the Armed Forces: SCAF）
を招集した時点である。11 日にはムバーラク大統領の辞任がオマル・スレイマーン（ ’Umar 
Sulaymān; Omar Suleiman）副大統領によって発表され、副大統領も辞任した 30。 
ムバーラクは辺境のシナイ半島のリゾート地シャルム・エル・シェイクに移送され、幽閉されたまま、
二人の息子と共に訴追された 31。議会政治を支配してきた国民民主党（Al-Ḥizb Al-Waṭanī Al-
Dīmūqrāṭī; National Democratic Party: NDP）は、1月 28日の大規模デモで党本部ビルが焼
打ちにあい 32、SCAF統治下の暫定政権によって正式に解党され 33、議会は人民議会（下院）、シ
                                                     
29  “All Eyes on Egypt’s Military as Hosni Mubarak Fortifies Position,’ The Guardian, 30 
January 2011 
http://www.theguardian.com/world/2011/jan/30/egypt-military-hosni-mubarak 
30 ムバーラク政権の崩壊過程については、池内恵「崩壊危機のエジプトを読む」『フォーサイト』2011年
1月 31日（http://www.fsight.jp/10190）、池内恵「エジプトのデモ 「特権集団」軍が迫られる二者択
一」『Wedge Infinity』2011年 1月 31日（http://wedge.ismedia.jp/articles/-/1215）、池内恵「エジプ
ト革命日録」『フォーサイト』2011年 2月 9日（http://www.fsight.jp/10223）、池内恵「 ムバーラク最後
の一日──加速するグローバル・メディア政治」『フォーサイト』2011年 2月 16日
（http://www.fsight.jp/10247）等に詳述してある。 
31 “Mubarak and Sons’ Detention a Victory for Egypt's Opposition,” Christian Science 
Monitor, April 13, 2011. http://www.csmonitor.com/World/Middle-East/2011/0413/Mubarak-
and-sons-detention-a-victory-for-Egypt-s-opposition 
32 急速に展開した大規模デモや政権崩壊の過程はツイッター等で伝えられた。例えば 
https://twitter.com/AJELive/status/31028059540819968 など。 
こういった個々の事象についての報道はホームページにブログ形式でまとめられていることが多い。2011
年 1月 28日のエジプトの情勢の詳細については例えば下記を参照。 
“Live blog 28/1-Egypt Protests,” Al-Jazeera English, 28 January 2011. 
http://blogs.aljazeera.com/blog/middle-east/live-blog-281-egypt-protests 
1月 29日以降の詳細については例えば下記を参照。 
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ューラー評議会（上院）が共に解散させられた 34。ハビーブ・アードリー（Ḥabīb al-‘Ādlī; Habib el-
Adly）内相、ズハイル・ガッラーナ観光相、アハマド・マグラビー住宅相、そして支配政党の国民民主
党幹部のアハマド・イッズら、大統領の側近が訴追の対象となった 35。 
 エジプトでは軍が大統領から距離を置くことで政権が崩壊した点はチュニジアと共通しているが、
軍が移行過程の統治を主導した点においてチュニジアとは異なっている。軍人からなる SCAF が超
法規的に全権を掌握し、憲法上は「国軍総司令官」と規定されているものの、政治的な権限は規定
されていなかった国防相の任にあったムハンマド・サイイド・タンタウィー（Muḥammad Sayyid 
Ṭanṭāwī; Muhammad Sayyid Tantawy）が、SCAF の議長として暫定政権の実質上の国家元
首の地位に就いた。 
ムバーラク政権による政治的権利の抑圧や反政府勢力の弾圧を担った内務省とその傘下の秘密
警察・治安機構は、2011 年の革命前後には施設が焼打ちに遭う 36などの追及を受け、アードリー
内相は訴追・有罪判決を受けた 37。しかし秘密警察・治安機構の中核である国家治安捜査局
（Gihāz al-Amn al-Dawla; State Security Investigation Service）を（Qiṭā‘ al-Amn al-
Waṭanī; Homeland Security Bureau）に改組する名目的な改組は行われたものの 38、抜本的な
改革がなされないまま、2013 年 6 月 30 日の反ムスリム同胞団デモと、7 月 3 日の軍事クーデタを
機に秘密警察・治安機構は全面的に復権し、抑圧的な手法による弾圧を、ムスリム同胞団や民主化
活動家やジャーナリストに対して広範に行っている 39。その他の政府機関の性質も大きく改変される
                                                                                                                                                              
 “Unrest in Egypt,” Reuters, January 29-February 14, 2011. 
http://live.reuters.com/Event/Unrest_in_Egypt?Page=0 
33 “Egypt: Mubarak’s Former Ruling Party Dissolved by Court, BBC News, 16 April 2011. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-13105044 
34 “Military Rulers Dissolve Egypt's Parliament,” Reuters, February 13, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/02/13/us-egypt-idUSTRE70O3UW20110213 
35 “Egypt Detains Ex-ministers,” Al-Jazeera English, 17 February 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/02/2011217221111216445.html 
“How the Mighty Have Fallen,” Al-Ahram Weekly, Issue No. 1036, 24 February - 2 March 
2011. 
http://weekly.ahram.org.eg/2011/1036/eg31.htm 
36 “Egypt Security Building Stormed,” Al-Jazeera English, 5 March 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/03/201134228359128.html 
“Egyptians Get View of Extent of Spying,” The New York Times, March 9, 2011. 
http://www.nytimes.com/2011/03/10/world/middleeast/10cairo.html?hp 
37 “Egypt Ex-minister Habib al-Adly Jailed for 12 Years,” BBC News, 5 May 2011 
http://www.bbc.co.uk/news/world-africa-13292322 
38 “Egypt Dissolves Notorious Internal Security Agency,” BBC News, 15 March 2011. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-12751234 
39 “Egypt Extends Its Crackdown to Journalists,” The New York Times, February 20, 2014. 
http://www.nytimes.com/2014/02/21/world/middleeast/egypt-extends-its-crackdown-to-
journalists.html 
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ことなく移行期過程は進んだ。ムバーラク政権下の与党議員の多くを糾合した「われらエジプト」党の
結成がなされるなど、権威主義体制への復帰の動きが進んでいる 40。 
  
（３）リビア 
 4 カ国のなかでリビアはもっとも連続性が低い事例だろう。最高権力者とその親族・側近は、内戦の
果てに、殺害されるか、戦闘のうえで拘束されるか 41、あるいは国外逃亡を余儀なくされている 42。
議会政治・政党政治の制度はカッザーフィー政権時代に解体されていたため、支配政党の次元で
の解体は政権崩壊後に行われることはなかったが、カッザーフィーカッザーフィー政権の統治の主
要な手段であった各種治安組織が、内戦によって崩壊したことで、旧政権からの連続性が決定的に
絶たれると共に、国家機構の一体性・連続性そのものが大きく損なわれる結果となった。 
リビア東部ベンガジを中心に 2011 年 2 月 15 日に始まり 43、2 月 17 日の「怒りの日」の大規模
デモで全国に広まった反政府デモ 44は首都トリポリに及び、政権内からの離反者を続出させた 45。
反乱勢力はベンガジを掌握し 46カッザーフィー政権に退陣を迫った。これに対して、最高指導者ム
アンマル・カッザーフィー（Mu‘ammar al-Qadhdhāfī; Muammar Gaddafi）は軍・治安部隊に武
力弾圧を命じた 47。政権への忠誠心が強く、カッザーフィーの親族に直属する精鋭部隊・治安部隊
は弾圧の命令に従ったものの、東部ベンガジとそれを中心とするキレナイカ地方で部隊単位での軍
の離脱が相次ぎ 48、各地で反カッザーフィーと親カッザーフィーの民兵集団が結成されることで、全
                                                     
40 “Newly Approved Political Party Formed to ‘Purge’ Egypt of Terrorists,” Mada Masr, 
January 31, 2014. 
http://www.madamasr.com/content/newly-approved-political-party-formed-purge-egypt-
terrorists 
41 “Gaddafi’s Son Saif al-Islam Captured in Libya,” BBC News, 19 November 2011. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-15804299 
42 “Gaddafi Family Members Flee to Algeria Without Him,” Reuters, August 29, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/08/29/us-libya-idUSTRE77A2Y920110829 
43 デモの唱導者は当初 2011年 2月 17日を「怒りの日」としてデモを開始する予定を立てていたため、
「2月 17日革命」と呼ばれることが多いが、実際には、事前の弾圧に抗議して 2月 15日からデモが開
始されている。 
44 “Deadly ‘Day of Rage’ in Libya,” Al-Jazeera English, 18 February 2011.   
http://www.aljazeera.com/news/africa/2011/02/201121716917273192.html 
45 “Gaddafi Under Threat as Revolt Hits Tripoli,” Reuters, February 21, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/02/21/us-libya-protests-idUSTRE71G0A620110221 
46 “‘Many killed’ in Libya’s Benghazi,” Al-Jazeera English, 20 February, 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/africa/2011/02/2011219232320644801 
47 “After the Air Raids, Gaddafi's Death Squads Keep Blood on Tripoli's Streets,” The 
Guardian, 22 February 2011. 
http://www.theguardian.com/world/2011/feb/22/air-raids-gaddafi-tripoli 
“Defiant Gaddafi Vows to Fight On,” Al-Jazeera English, 23 February 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/africa/2011/02/201122216458913596.html 
48 “Two Libyan Fighter Pilots Defect, Fly to Malta,” Reuters, February 21, 2011. 
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面的な内戦に発展した 49。トリポリで 2 月 27 日に結成されたリビア国民移行評議会（al-Majlis al-
Waṭanī al-Intiqālī; National Transitional Council of Libya: NTC）は、反政府勢力の国際的
な代表の地位を確保し 50、国連安保理決議 1973号 51に基づくNATO軍の支援を得て、2011年 8
月には首都トリポリを陥落させた 52。10 月 20 日にはカッザーフィーを故郷のスィルトで拘束したが、
カッザーフィーは直後に暴徒に殺害された 53。 
内戦による政権崩壊は、国家機構の一体性と連続性の断絶を招いた。カッザーフィー政権の治
安機構の崩壊は、国内外への武器・武装集団の拡散をもたらし 54、治安悪化の原因となって移行期
政治の最大の阻害要因となった。政権打倒に立ち上がった諸勢力が民兵組織を維持し続け、相互
に抗争し、しばしば武力を用いた実力行使によって意思を通そうとする 55。内戦によるカッザーフィ
ー政権崩壊の原動力となった諸民兵集団は、集権的な国軍・治安機構の発展を妨げ、移行期政治
を阻害する大きな要因となっている 56。 
リビアの国家経済を支える石油施設も、内戦中には外国企業・労働者が撤退し 57、内戦後も地域
主義的・部族的な諸勢力間の紛争によって主要施設が制圧される 58などの相次ぐ混乱から、生産
                                                                                                                                                              
http://www.reuters.com/article/2011/02/21/us-libya-protests-malta-
idUSTRE71K52R20110221 
49 “Building a New Libya,” The Economist, February 24, 2011. 
http://www.economist.com/node/18239900 
50 “TEXT-Excerpts from Libya Contact Group Chair’s 2011 Statement,” Reuters, July 15, 
2011.  
http://www.reuters.com/article/2011/07/15/libya-meeting-excerpts-refile-
idAFLDE76E0W120110715 
51 リビアに関連する国連安保理決議は http://www.al-bab.com/arab/docs/libya.htmにまとめられて
いる。 
52 “Gaddafi on the Run as Rebels Fight in Tripoli,” Reuters, August 22, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/08/22/us-libya-idUSTRE77A2Y920110822 
“Libya: the Fall of Tripoli,” The Guardian, 24 August 2011. 
http://www.theguardian.com/world/middle-east-live/2011/aug/24/libya-rebels-take-gaddafi-
compound-live-updates 
53 “Muammar Gaddafi: How He Died,” BBC News, 31 October 2011. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-africa-15390980 
54 “Militias Fight Gun Battles in Libyan Capital Tripoli,”  Reuters, November 5, 2013. 
http://www.reuters.com/article/2013/11/05/us-libya-security-idUSBRE9A40S920131105 
55 “Premier's Brief ‘Arrest’ Highlights Anarchy in Libya,” Reuters, October 10, 2013. 
http://www.reuters.com/article/2013/10/10/us-libya-kidnap-idUSBRE99902M20131010 
56 “Libya: Rule of the Gun,” The Financial Times, November 19, 2013. 
http://www.ft.com/intl/cms/s/0/a8f8a2e2-5107-11e3-9651-
00144feabdc0.html#axzz2uCdUDUUP 
57 “Libya Unrest Stops Some Oil Output, Firms Move Staff,” Reuters, February 21, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/02/21/us-bp-libya-idUSTRE71K1WY20110221 
“Spared in War, Libya’s Oil Flow Is Surging Back,” The New York Times, November 15, 2011. 
http://www.nytimes.com/2011/11/16/business/global/oil-production-rises-quickly-in-libyan-
fields.html?pagewanted=all 
58 “Libya Autonomy Group to Sell Oil from Seized Ports,” Reuters, January 8, 2014. 
http://www.reuters.com/article/2014/01/08/us-libya-oil-idUSBREA070I020140108 
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の不安定化や停滞を招いており、経済回復を妨げ 59、それが政治プロセスの大きな障害となってい
る。 
リビアの事例の特徴は、内戦によって、政権レベルでの連続性が断絶すると共に、それが国家機
構や領域の一体性をもかなりの程度崩壊させた点にある。リビアの移行期は新たな政権を設立する
だけではなく、国家建設の過程をもかなりの程度やり直さなければならないという意味で、4 カ国のな
かでも際立っている。 
 
（４）イエメン 
 イエメンは、本論文の対象となる 4 カ国のなかで、旧政権との連続性が最も高い事例といえる。大
規模デモの圧力下で、アリー・アブドッラー・サーレハ（‘Alī ‘Abdullāh Ṣāliḥ）大統領は退任を余儀
なくされたものの、一切の訴追を免除された。議会は解散されておらず、議会の最大勢力で過半数
を占める国民全体会議（Al-Mu’tamar Al-Sha‘abī Al- ‘Ām; General People's Congress）も解体
されていない。しかしサーレハ退陣に至る過程で、旧政権を支えていた部族・有力者による連合に
は亀裂が走った。そして政権の揺らぎが、従来からの南部分離主義が主張を強め、北部のシーア派
系フーシー派の反乱や、アル＝カーイダ系諸組織の活動の活発化をもたらすことで、国家の一体性
そのものが危ぶまれる状況になった。 
イエメンでは「アラブの春」以前から反政府抗議行動の萌芽はすでに生じていたが、チュニジアと
エジプトの政権崩壊に影響を受け活性化した。2011年 1月 18日に開始された反政府デモ 60に対
して、サーレハ大統領は 2 月 2 日に、2013 年の大統領選挙には出馬しない意志を表明するなど、
部分的な譲歩を行った後は退陣を拒否した。サーレハ政権が崩壊に向かう転換点は 3 月 18 日の
デモへの武力弾圧だった。これをきっかけに、サーレハと縁戚関係もあるアリー・ムフスィン・アル＝
アフマル（Alī Muḥsin al-Aḥmar）陸軍第 1装甲師団長や、ハーシド部族連合を率いるサーディク・
アル＝アフマル（Ṣādiq al-Aḥmar）がサーレハ政権から離反し 61、支配政党の国民全体会議党か
らも、「正義建設党（Justice and Development Party）」が離脱するなどして、政権の支持基盤は
揺らいでいった 62。 
                                                     
59 “Libya Struggles to Pay Bills as Protests Slash Oil Revenues,” Reuters, February 23, 2014. 
http://www.reuters.com/article/2014/02/23/us-libya-oil-idUSBREA1M14T20140223 
60 “Protests Erupt in Yemen, President Offers Reform,” Reuters, January 20, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/01/20/us-yemen-unrest-idUSTRE70J58L20110120 
61 “Top Yemeni General, Ali Mohsen, Backs Opposition,” BBC News, 21 March 2011. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-12804552 
“Top Army Commanders Defect in Yemen,” Al-Jazeera English, 21 March 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/03/2011320180579476.html 
“Profile: Sheikh Sadiq al-Ahmar,” Al-Jazeera English, 26 May 2011. 
http://www.aljazeera.com/indepth/features/2011/05/2011526112624960404.html 
62 “Yemen Ruling Party Members Form Pro-protest Bloc,” Reuters, April 18, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/04/18/us-yemen-idUSTRE73H1EU20110418 
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サーレハ退陣は米国や国連の支持を得たGCCの仲介案にサーレハ側と反サーレハ側が調印す
ることでもたらされた。2011年 11月 23日、サーレハ大統領はサウジアラビアのリヤードで、GCC諸
国や欧米による調停案に署名した 63。サーレハ大統領本人と親族の訴追免除や安全の保障を条件
に、アブド・ラッボ・マンスール・ハーディー副大統領への 30 日以内の権限委譲を受け入れることが
主たる内容だった。翌年 2 月の大統領選挙までは、名目的にサーレハが大統領職にとどまったもの
の、この調停案への署名をもって実質的に移行期が開始した。 
11 月 26 日にハーディー暫定大統領は 2012 年 2 月 21 日に大統領選挙投票を行うと発表し
た 64。大統領選挙ではハーディー暫定代大統領以外の候補者は現れず、99.6％の圧倒的多数の
信任投票によって大統領に当選した 65。 
サーレハは退陣したとはいえ、議会で過半数を占める与党の国民全体会議党の党首であり続け
ており、ハーディー大統領は国民全体会議党では副党首である 66。党内の序列では依然としてサ
ーレハの「部下」であるハーディーが、政府の大統領の任にあるという形になる。 
イエメンの旧政権崩壊過程の特徴は、サーレハ大統領の免責と退任という比較的穏健な形で政
権崩壊が進み、支配政党が温存されるなど政権の政治指導者の次元での連続性が高いにもかかわ
らず、各地の分離主義や反乱が激化し、国家機構や国土の一元管理といった国家の一体性そのも
のは低下していったところにある。 
 
３． 暫定統治の担い手 
 次に注目するのは移行期における暫定統治の担い手である。旧政権の崩壊の様態は、移行期に
おける暫定統治の担い手のあり方を、特に初期段階では、かなりの程度規定すると考えてよいだろう。
しかし必ずしも初期条件がその後の移行期過程に圧倒的に影響を与えるとは限らない。当初の暫定
                                                                                                                                                              
“Sheikh Abu Lohom talks [t]o the Yemen Times,” Yemen Times, 8 October 2012. 
http://www.yementimes.com/en/1614/intreview/1493/Sheikh-Abu-Lohom-talks-o-the-Yemen-
Times.htm 
63 “Yemen’s Saleh Signs Deal to Give up Power,” Reuters, November 23, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/11/23/us-yemen-idUSTRE7AM0D020111123 
“Yemen’s Saleh Signs Deal to Give Up Power,” Al-Jazeera English, November 23, 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/11/2011112355040101606.html 
64  
“Yemen’s Vice-president Calls Snap Elections,” Al-Jazeera English, 26 November 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/11/20111126172315864142.html 
65 “Yemen Swears In New President to the Sound of Applause, and Violence,” The New York 
Times, February 25, 2012  
http://www.nytimes.com/2012/02/26/world/middleeast/abed-rabu-mansour-hadi-sworn-in-as-
yemens-new-president.html?_r=2&ref=global-home& 
66 印象的なのは国民全体会議の機関誌『会議（Mu’tamar）』 が国民対話会議に対抗するかのようにし
て設けた「国民対話」ホームページである。トップページの冒頭には常にサーレハ「党首」とハーディー
「副党首」の写真と発言が掲げられており、サーレハ側からみた両者の力関係を印象づけている。 
http://www.almotamar.net/ndc/ 
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統治の担い手の統治の手法の相違や、選挙による民意の表出のあり方次第では、暫定統治の担い
手は移り変わっていく可能性がある。 
この節では各国の暫定統治の担い手の性質を、時間的な推移と共に、類型的に分類し、それを
手掛かりに各国の移行期政治の推移を叙述する。ここではアラブ世界の外側での過去の移行期政
治を事例に導出された分析概念を援用して概念的な整理を図りたい。ヨッシ・シャインとホアン・リン
スは共編著『国家と国家の間──民主的移行における暫定政権』で、体制崩壊から新体制設立ま
での「暫定（interim）」的な統治機構の担い手を四つの類型に分類している 67。 
 
①臨時（provisional）政権 
②権力分担（power-sharing）政権 
③管理（caretaker）政権 
④国際管理（international interim）政権 
 
①の「臨時政権」は、革命などによる政権崩壊を受けて、政権を打倒した勢力が政権を掌握して恒
久的な新体制設立に向けての過程を取り仕切る場合である。②の「権力分担政権」では、旧体制派
と革命派が権力を分け合う。③の「管理政権」は、退場を余儀なくされている旧体制派が移行過程を
管理する。④「国際管理政権」では政権崩壊や内戦後に国連などの国際的主体が選挙監視など移
行過程を管理する。 
 アラブ諸国の 2011年以降の政治変動における暫定政権は、これらの 4類型の一つに必ずしも完
全に当てはまるわけではない。しかしこれらの類型の概念を踏まえて、各国の暫定政権の類型から
の一定の偏差や、時を経る間に生じた類型間の移動を捉えることで、アラブ諸国の移行期政治の特
徴を把握することが可能だろう。 
 
（１）チュニジア 
 チュニジアでは暫定政権の担い手は、次のように継起してきたといえよう。 
 
管理政権（2011年１月 14日－12月 13日） 
臨時政権（2011年 12月 24日－2014年 1月） 
権力分担政権（2014年 1月－） 
 
                                                     
67 Yossi Shain and Juan Linz, Between States: Interim Governments and Democratic 
Transitions, Cambridge: Cambridge University Press, 1995, p. 5. 
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 チュニジアの場合、ベン・アリー政権の崩壊を受けて、まず旧政権と連続性の高い「管理政権」の
性質をもった暫定政権が成立したといえる。ムバッザアを暫定大統領とし、ガンヌーシーを首相とす
る暫定政権は、一部の野党を取り込んだものの、主要な野党勢力であるナハダ党と「共和国のため
の会議党」を含んでいなかった。また、入閣した野党勢力や労働組合の代表者も、閣内での反対勢
力となり 68、しばしば閣外の反政府デモ勢力と呼応したため、暫定政権を構成して統治の任に当た
っていたとはいえない。 
「管理政権」が取り仕切った移行期の最初の選挙 69によって選ばれたナハダ党主導の政権は、旧
体制下で弾圧・活動を制限された野党諸勢力からなり、シャインとリンスによる分類における「臨時政
権」に近い。2011年 10月 23日に行われた選挙結果 70を受けて 11月 22日に召集された立憲国
民会議 71では、第一党になったが過半数の議席を獲得できなかったイスラーム主義のナハダ（復興）
党 72が、第二党で世俗主義・共和主義的な「共和主義のための会議」および第三党で左派的な「労
働と自由のための民主フォーラム（Forum Démocratique pour le Travail et les Libertés: 
FDTL――アラビア語略称は「ブロック」を意味するEttakatol）」と連立した。立憲国民会議は議長
にFDTL書記長のムスタファー・ベン・ジャアファル（Muṣṭafā bin Ja‘afar）を選出したうえで、12 月
12 日には「共和主義のための会議」党首のモンセフ・マルズーキー（al-Munṣif al-Marzūqī; 
Moncef Marzouki）を暫定大統領に選出した 73。暫定大統領は 12 月 14 日にナハダ党幹事長の
                                                     
68 “Tunisia Ministers Quit Government as Protests Resume, BBC News, 18 January 2011. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-africa-12216243 
69 “The October 23rd Constituent Assembly Election in Numbers,” Tunisialive, 21 October 
2011. 
http://www.tunisia-live.net/2011/10/21/the-october-23rd-constituent-assembly-election-in-
numbers/ 
“A Guide to the Tunisian Elections,” Project on Middle East Democracy (POMED), 
Washington, D.C., October 2011. 
pomed.org/wordpress/wp-content/uploads/2011/10/tunisian-election-guide-2011.pdf 
“Elections in Tunisia: The 2011 Constitutional Assembly: Frequently Asked Questions,” 
Middle East and North Africa International Foundation for Electoral Systems, Washington, 
D.C., 13 July 2011. 
www.ifes.org/~/media/Files/Publications/White%20PaperReport/2011/Tunisia_FAQs_072011.
pdf 
70 “Tunisian Election Results Tables,” Tunisialive, 24 October 2011. 
http://www.tunisia-live.net/2011/10/24/tunisian-election-results-tables/ 
71 Arab Spring: Tunisia Holds Inaugural Session of Assembly,” The Telegraph, 22 November 
2011.  
http://www.telegraph.co.uk/news/worldnews/africaandindianocean/tunisia/8907036/Arab-
Spring-Tunisia-holds-inaugural-session-of-assembly.html 
72 “Ennahda Wins Constituent Assembly Elections,” Tunisialive, 25 October 2011. 
http://www.tunisia-live.net/2011/10/25/voting-results-of-tunisians-abroad/ 
73 “Tunisia Installs Former Dissident as President,” Reuters, Dec 12, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/12/12/us-tunisia-president-vote-
idUSTRE7BB1IZ20111212 
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ハマーディー・ジバーリー（Ḥāmādī Jibālī; Hamadi Jebali）を首相に任命した 74。12月 20日に
閣僚名簿が立憲議会に提出され、24日に就任宣誓が行われた。 
ただし、ナハダ党主導の政権に加わった勢力は、ベン・アリー大統領を退陣に追い込んだ反政府
抗議行動を当初から指導していたわけではない。革命派が蜂起を主導して政権を打倒し自らが政
権を獲得したのではなく、イデオロギーや指導者の明確ではない、既存の組織を背景にしないデモ
によって政権が動揺し、労働組合など既成の市民社会組織がこれに加わってベン・アリー政権を崩
壊させた。それによって可能になった自由な選挙において、ナハダ党や共和国のための国民会議
が多くの票を集め、そしてイデオロギー的な相違を超えて連立したことで、暫定政権の座についた。
このような経緯から、チュニジアの臨時政権は「革命政権」ではない。臨時政権といっても旧政権の
打倒に主導的な役割を果たしてはいなかった。「革命」的な正統性を帯びておらず、選挙での躍進
と、連立合意による議会での多数派工作を経て、国民の意志を体現する正統性を確保している。 
2013年 2月 6日の、野党指導者シュクリー・ベライード（Shukrī Bil‘ īd; Chokri Belaïd）の暗殺
事件を受けて、諸野党や旧体制派が結集して、ナハダ党主導の政権への退陣圧力を高め、2013
年 2 月 19 日、ジバーリー首相は退陣した。ナハダ党幹部で内相を務めていたアリー・アライイド
（‘Alī al-‘Arayyiḍ; Ali Laarayedh）が 22日に首相に指名され、3月 14日にテクノクラート色を強
めた新内閣を発足させた。しかし 7 月 25 日に野党指導者ムハンマド・ブラーヒミー（Muḥammad 
Brāhimī; Mohamed Brahmi）が暗殺されると、ナハダ党がイスラーム主義過激派の取り締まりに
消極的であるという批判は一層強まった 75。10 月末の段階で、アライイド内閣は近い将来の退陣と、
テクノクラート中心あるいは野党勢力を取り込んだ挙国一致内閣への権限委譲を表明することを迫ら
れた。 
2014年 1月 27日の新憲法成立後、与野党勢力はメフディー・ジュムア（Mahdī Jum‘a; Mehdi 
Jumaa）首班による、政党色の薄いテクノクラートからなる選挙管理内閣に合意した 76。新憲法下で
の最初の選挙の実施とその結果に基づいた新政権が誕生するまでの間は、ある種の「権力分担政
権」が統治しているとみることができる。 
 
 
                                                                                                                                                              
“Veteran Human Rights Activist Chosen as Tunisia's New Interim President,” The Telegraph, 
15 November 2011. 
http://www.telegraph.co.uk/news/worldnews/africaandindianocean/tunisia/8892755/Veteran-
human-rights-activist-chosen-as-Tunisias-new-interim-president.html 
74 “Ennahda’s Jebali Appointed as Tunisian Prime Minister,” Tunisialive, 14 December 2011. 
http://www.tunisia-live.net/2011/12/14/ennahdas-jebali-appointed-as-tunisian-prime-
minister/ 
75 “Tunisia Head-to-head: What Next?” BBC News, 27 August 2013 
http://www.bbc.co.uk/news/world-africa-23790897 
76 “Tunisia: Premier Mehdi Jomaa Presents New Cabinet,” Tunis Times, January 26, 2014. 
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（２）エジプト 
 エジプトでは選挙とクーデタによる変化によって、大きく性質の異なる暫定政権が継起している。 
 
管理政権（2011年 2月 11日－2012年 6月 30日） 
臨時政権（2012年 6月 30日－2013年 7月 3日） 
管理政権（2013年 7月 3日－） 
 
 エジプトの場合も、2011 年 2 月 11 日のムバーラク大統領辞任の前後から軍が移行期の統治を
担ったことで、旧政権派が主体となる「管理政権」が成立したといえる。2012 年 6 月 30 日に就任し
たムルスィー大統領とその支持母体であるムスリム同胞団による政権は「臨時政権」の性質を多く備
えている。しかし 2013 年 6 月 30 日の反ムルスィー政権の大規模デモを背景に、7 月 3 日のクー
デタで軍が権力を再び掌握して以後は、再び管理政権に戻ったといえる。 
エジプトはチュニジアとは対照的に、旧政権崩壊直後の「管理政権」の主体は軍人であった。チュ
ニジアでは軍は移行期プロセスの全体を通じて政治的な介入を控えたのに対し、エジプトでは軍が
移行期政治の管理を行い、しばしば政治過程に直接的に介入した。 
しかし軍が管理して行った人民議会（下院・立法府）や諮問（シューラー）評議会の議員選挙、そし
て大統領選挙で台頭したのはムスリム同胞団の設立した自由公正党だった。2012 年 5 月から 6 月
にかけて行われた大統領選挙と決選投票では、自由公正党の党首のムハンマド・ムルスィー
（Muhammad Mursi）大統領が当選し、6 月 30 日に就任、エジプト近代史初の、選挙で選ばれ
た文民大統領となった 77。 
 しかし大統領選挙決選投票の最終日 6 月 17 日に、SCAFは憲法宣言の追加条項を発出して大
統領権限を制限し、軍の権限を維持しようとした。またそれに先立つ 6月 13日には、最高憲法裁判
所が、ムスリム同胞団が第一党となった人民議会選挙を、選挙法が違憲であるとの理由で無効と判
断し、解散を命じていた。大統領の行政権限は大幅に制限され、立法府の主要な要素が不在なまま
でのムルスィー政権発足だった 78。 
 しかしムルスィー大統領は、議会不在の状況下では大統領令を自由に発出して立法措置を取りう
るという、ムバーラク政権期に確立された大統領権限を自らも行使することで、実権の掌握を図った。
2012 年 8 月 12 日の電撃的な決定で、国防相や軍参謀総長ら軍上層部を一斉に更迭し、軍が 6
月 17 日に発出していた憲法宣言の追加条項を廃止する憲法宣言を発布した 79。2012 年 6 月に
                                                     
77 “Brotherhood's Mursi Sworn in as Egyptian President,” BBC News, 30 June 2012. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-18656396 
78 池内恵「エジプトの「コアビタシオン」」『UP』2012年 8月号。 
79 池内恵「エジプトの「コアビタシオン」の再編」『UP』2012年 12月号。 
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選出された立憲会議（al-Jama‘iya al-Ta’sisiya; Constituent Assembly）の議論を急がせ、11月
末には、翌月初頭にも示されると予想されていた最高憲法裁判所による立憲会議解散判決に先ん
じて、憲法草案を立憲会議に可決させ、2012 年 12月 15日・22日の国民投票で憲法草案に国民
多数の信任を得て、26 日に憲法制定を果たした 80。ムルスィー政権が任期を全うして、次の大統領
選挙が自由で公正な形で行われれば、エジプトの立憲過程はひとまず完了し、新体制が成立したと
みなされるはずだった。 
 しかし 2013 年 6 月 30 日の、ムルスィー政権発足 1 周年の日に行われた反ムルスィー・反ムスリ
ム同胞団の大規模デモを背景に、7 月 3 日に軍が介入し、憲法を停止、ムルスィー大統領を拘束し
た 81。その後の弾圧で、ムスリム同胞団・自由公正党幹部を大量に検挙している。最高憲法裁判所
長官のアドリー・マンスール（‘Adlī Manṣūr; Adly Mansour）を形式的に暫定大統領に戴きつつア
ブドル・ファッターフ・スィスィー（‘Abd al-Fattāḥ al-Sī sī; Abdel Fattah el-Sisi）国防相・第一副首
相が実権を握る暫定政権は、ハーズィム・ベブラーウィー（Hzāim al-Beblāwī）暫定首相やズィアー
ド・バハウッディーン（Ziyād Bahā’al-Dīn; Ziad Bahaa-Eldin）副首相などを少数野党の社会民主
党から登用して内閣を発足させた。在野の経済人・学者を取り込んだ「権力分担政権」としての性質
を主張したといえようが、政治権力の実態は軍主導の旧政権勢力がテクノクラートを登用した管理政
権に立ち戻ったとみた方がよいだろう。2014 年 2 月 24 日、ベブラーウィー首相は突如内閣総辞職
を表明した 82。本論文の校了段階（2014年 2月 28日）の時点では、旧ＮＤＰで、ベブラーウィー内
閣で住宅相を務めていたイブラーヒーム・メフレブ（Ibrāhīm Maḥlab; Ibrahim Mehleb）が次期首
相に任命され 83、組閣が進められている 84。マンスール暫定大統領が国防相の権限を強化する組
織改編を発表する 85などの続いて行われた措置から、軍政の強化と旧政権派の復帰がさらに進行
する過程の一部といえよう。 
 
（３）リビア 
 リビアでは、カッザーフィー政権を内戦で打倒した反政府勢力の代表組織がまず権力を掌握し、
選挙を経て旧来の野党勢力に権限を委譲したため、二つの臨時政権が継起した形となった。 
                                                     
80 池内恵「エジプト政治は「司法の迷路」を抜けたか」『UP』2013年 2月号。 
81 池内恵「エジプトの 7月 3日クーデタ──「革命」という名の椅子取りゲーム」『UP』2013年 8月号。 
82 “Egypt's Beblawi Government Resigns, Ahram Online, 24 February 2014. 
http://english.ahram.org.eg/News/95095.aspx 
83 “BREAKING: Ibrahim Mehleb Asked to Form New Egypt government,” Ahram Online, 25 
February 2014. 
http://english.ahram.org.eg/News/95208.aspx 
84 “UPDATED PROFILES: Ministers in Egypt's new cabinet,” Ahram Online, 27 February 
2014. 
http://english.ahram.org.eg/News/95299.aspx 
85 “Egypt’s President Mansour Reconstitutes Supreme Council of the Armed Forces,” Ahram 
Online, 27 February 2014. http://english.ahram.org.eg/News/95446.aspx 
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臨時政権（リビア国民移行評議会 2011年 9月－2012年 8月） 
臨時政権（リビア国民議会 2012年 8月－） 
 
リビアでは内戦を経て旧政権が崩壊し、前政権の政治指導者とその親族が放逐され、前政権の
統治機構が崩壊し、内戦を戦った反政府勢力が権力を掌握した。その意味で、リビアで継起した二
つの暫定政権の「臨時政権」としての性質は、本論文で対象にする 4 カ国のなかで際立っている。リ
ビア国民評議会（National Transitional Council of Libya: NTC）はベンガジで 3月 5日に公式
に結成が宣言された 86。国家元首に相当する議長にはムスタファー・アブドルジャリール（Muṣṭafā 
Muḥammad ‘Abd Al-Jalīl）元法相が就任し、暫定首相に相当する執行委員会委員長には、国家
計画会議議長など経済閣僚の職にあったマフムード・ジブリール（Maḥmūd Jibrīl）が就任した。反
政府勢力の対外的な代表組織として発足し、各地に現われた民兵組織や政治勢力と徐々に連合し、
武力衝突の末に勢力範囲を広げて全土を掌握するに至った 87国民移行評議会が、どの時点で移
行期の統治を実質的に担う「政府」となったかは画然と決め難いが、2011 年 8 月 20 日～28 日にト
リポリ内部の反政府勢力やNATO軍に共に行った「人魚姫の夜明け作戦（Operation Mermaid 
Dawn）」88で首都トリポリの大部分を陥落させたうえで、ジブリール執行委員長がトリポリに拠点を移
して実質的な政府機能を確立し始めた 9月 8日は一応の画期となるだろう 89。10月にカッザーフィ
ーの故地スィルトを奪取したのを受けて、ジブリール執行委員長は、「解放」の達成とみなし、退任を
表明した。同月 31日には、アブドッラヒーム・キーブ（‘Abd al-Rahīm al-Kīb; Abdul Raheem al-
Keeb）が執行委員長（暫定首相）に就任した。 
2012 年 7 月 7 日に投票が行われた選挙の結果を受け、8 月 8 日に国民議会（General 
National Congress：GNC）が招集されると 90、国民移行評議会は国民議会に権限を委譲して解
                                                     
86 “Council Says It's Libya's Sole Representative,” The National, March 6, 2011. 
http://www.thenational.ae/news/world/council-says-its-libyas-sole-representative 
“Libyan Rebel Council Expects International Recognition Soon,” Reuters, Mar 5, 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/03/05/us-libya-interim-recognition-
idUSTRE72425R20110305 
87 “Battle for Libya: Key Moments,” Al-Jazeera English, 19 November, 2011.   
http://www.aljazeera.com/indepth/spotlight/libya/2011/10/20111020104244706760.html 
88 “Libya: How ‘Operation Mermaid Dawn’, the Move to Take Tripoli, Unfolded,” The 
Telegraph, 21 August 2011. 
http://www.telegraph.co.uk/news/worldnews/africaandindianocean/libya/8714522/Libya-how-
Operation-Mermaid-Dawn-the-move-to-take-Tripoli-unfolded.html 
89 “Libya - Sep 8, 2011,” Al-Jazeera English, September 8, 2001. 
http://blogs.aljazeera.com/topic/libya/libya-sep-8-2011-1928 
90 “National Congress to Meet on 8 August: NTC,” Libya Herald, 24 July, 2011.  
http://www.libyaherald.com/2012/07/24/national-congress-to-meet-on-8-
august/#axzz2t0fNHYuK 
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散した 91。8 月 9 日、暫定的な国家元首とされる国民議会議長には、1981 年に亡命して以来、在
外の反政府組織リビア救済国民戦線（NFSL）を指導してきたムハンマド・マガリヤフ（Muḥammad 
Maqariyaf; Mohammed Magariaf）が選出された。首相選出と組閣は難航したが、10月 14日に、
カッザーフィー政権期には亡命してジュネーブで人権活動を行っていた弁護士のアリー・ザイダーン
（‘Alī Zaydān; Ali Zeidan）が議会で首相に指名され、11月 14日に組閣宣誓を行った。 
 反カッザーフィーの反政府運動を長期間指導してきた主要な政治指導者とその政治勢力が、内戦
に勝利した後の選挙で多数を占めて権力を掌握したという意味で、国民移行評議会と、選挙された
国民議会によって選出されたマガリヤフ議長やザイダーン首相の主導する暫定政権は、双方とも
「臨時政権」の性質を帯びているといえる。 
 しかし二つの臨時政権の間に連続性が薄いことは、リビアの移行期政治の制度的な困難を反映し
ているといえよう。NTC が 8 月 3 日に発出した憲法宣言により、NTC で役職を担ったアブドルジャ
リール議長やジブリール執行委員長は、内戦終結後の選挙を踏まえて設立される暫定政権では役
職に就けないと規定していた。旧政権からの離反者を多く含み、内戦を勝利に導いたことを存立根
拠とする反体制指導部による第一次臨時政権は、同時にカッザーフィー政権に加担していた過去か
ら、移行期の正義の観点からは新体制の十全たる主体になりにくい性質を持っていた。そこから、カ
ッザーフィー政権崩壊後の選挙の結果と、議会での多数派形成に基づく、より旧体制との関係の薄
い第二次臨時政権が誕生したといえる。 
マガリヤフ議長が主導した臨時政権は、選挙によって国民の意志を体現したことによる正統性を
備えるものの、実効性に欠ける面があった。内戦終結後に台頭した議会での主要勢力の指導者は、
自ら主要な反乱部隊を統制していたわけではなく、国土の領域一円から支持を集めているともいえ
ない。リビアの内戦において、反体制勢力は、地上では、国軍から離反した各地域の部隊や、各地
で自生的に結成された武装民兵集団によって戦われ、航空戦力では英・仏・米など NATO 諸国に
全面的に依存していた。議会で台頭した政治指導者は、「アラブの春」以前から反政府勢力として活
動していたという点での正統性や、実際にそれぞれの選挙区で票を集めたという意味での正統性は
備えているものの、実際に武器を取って内戦に勝利し、領土に実効支配の権力を掌握する主体で
あるかといえば、その内実は乏しい。そのため各地の武装勢力の国軍への統合は進まず、各民兵集
団がそれぞれの要求を武力の威嚇によって通そうとするなかで、国民議会による臨時行政府の設立
や立法は、しばしば暴力的に攪乱された。 
 
 
                                                     
91 “UPDATE 1-Libya's Ruling Council Hands Over Power to New Assembly,” Reuters, August 
8, 2012. http://www.reuters.com/article/2012/08/08/libya-handover-
idUSL6E8J8DD320120808 
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（４）イエメン  
 イエメンでは、サーレハ大統領が退任を受け入れて以後、旧政権派と野党勢力や市民社会勢力
が加わる権力分担政権による統治が続いているといえる。 
 
権力分担政権（2011年 11月 23日－） 
 
 イエメンでは、国連や米国に支持された GCCによる仲介案の受け入れによって、サーレハ大統領
が退任したものの、その後の暫定政権は「国際管理」とはいえない。旧政権の副大統領を大統領代
行に昇格させた点では「管理政権」の要素も含むが、野党勢力から首相を指名し、北部部族を政権
基盤とし 1994 年の内戦で南部を制圧したサーレハ政権下では疎外されがちだった南部出身者に
大統領・首相はじめとした主要ポストを割り当てていることから、ある種の「権力分担政権」が成立した
といえる。 
ハーディー大統領代行は 12月 7日に挙国一致内閣を指名し、10日に内閣は宣誓・発足した 92。
首相には野党側からムハンマド・バーシンドワ（Muḥammad Bāsindwa; Mohammed Basindawa）
が指名されるなど、旧政権と既成野党側の有力政治家の権力分担政権の性質が色濃い。2012 年
2 月 21 日投票の大統領選挙にはハーディー大統領代行が唯一の候補者として出馬し、99.8％の
得票で当選した 93。ハーディー大統領の任期は、GCC調停案に基づき、国民対話会議を招集して
議論を行ったうえで新憲法を制定するまでの暫定期間として、2 年間の任期が定められていた（それ
までの通常の大統領任期は 7年だった）。しかしハーディー大統領の任期が切れる 2014年 2月を
目前にして、当初の予定から大幅に遅れて 2014 年 1 月にようやく議論を終えた国民対話会議は、
大統領任期を 1年延長した 94。 
 
 
                                                     
92 “Yemen: New Unity Government Created,” BBC News, 7 December 2011. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-16076633 
“Yemen Vice President Sets up Unity Government,” Reuters, December 7 2011. 
http://www.reuters.com/article/2011/12/07/us-yemen-idUSTRE7B61DA20111207 
93 Yemen Swears In New President to the Sound of Applause, and Violence, The New York 
Times, February 25, 2012. 
http://www.nytimes.com/2012/02/26/world/middleeast/abed-rabu-mansour-hadi-sworn-in-as-
yemens-new-president.html?_r=2&ref=global-home 
池内恵「イエメンの暫定大統領就任で民主化は進むか」『フォーサイト』2012年 2月 26日
（http://www.fsight.jp/11239）。 
94 “Yemeni President's Term Extended, Shi'ite Muslim Leader Killed,” Reuters, January 21, 
2014. 
http://www.reuters.com/article/2014/01/21/us-yemen-assassination-
idUSBREA0K13420140121 
「アラブの春」後の移行期過程 
   
113 
 
中東レビュー  Vol.1   ©IDE-JETRO2014 
４．  移行期の「ゲームのルール」 
移行期の政治過程に影響を及ぼすと考えられるもうひとつの要因は、「ゲームのルール」を、誰が、
どのように設定するかである。移行期においては、そもそも定義的に、諸政治勢力が競合する際の
ルールが明確ではない。憲法を中心にした新体制における政治の恒久的な「ゲームのルール」を定
めることこそが、移行期の政治の主要な課題である。しかしそのような過渡期であっても、一定の「ゲ
ームのルール」が設定されなければ政治は成立せず、内戦あるいは無政府状態に陥りかねない。内
戦の途中、あるいは破綻国家の状態にある場合を除いては、何らかの「ゲームのルール」の下で、国
内あるいは国外の諸勢力が競合・対立していると考えられる。 
「ゲームのルール」の設定主体が正統性において優れ、実効性を有している場合は、移行期にお
ける政治に一定程度の安定がもたらされることが予想される。逆に、「ゲームのルール」の設定主体
の正統性が定かでなく、主要な政治勢力に最低限のルールの枠内での行動を行わせるに足る実効
性をもたない場合、移行期政治は不安定化を避けられないだろう。また、設定されたルールが現実
政治上の合理性を備えていることは、移行期政治の円滑な進展における条件であるだろう。そして、
「ゲームのルール」が移行期を通じてある程度の一貫性をもっているか、もっていると多くによって予
想されていなければ、主要な政治勢力は「ゲームのルール」に従って政治に参加する必要性を認め
ないか、ゲームのルールそのものを改変する、あるいは自らが別のルールを設定するといった行動
に出るだろう。 
 この節では、分析の対象となっている 4 ヵ国の移行期における「ゲームのルール」を設定した主要
な法令・文書を以下に列挙し、その設定主体の性質、そして設定された「ゲームのルール」の合理性
や一貫性について検討していく。 
 
（１）チュニジア 
 チュニジアでは、移行期政治の制度や工程表を含む「ゲームのルール」を示した主要な文書は次
の二つである。 
 
①「暫定的な公権力の組織に関わる 2011 年 3 月 23 日の 2011 年第 14 号政令」（2011 年 3 月
23日に暫定政権が公布した政令） 
②基本法（2011年 12月 10日に立憲国民会議が制定） 
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 チュニジアにおいては、ベン・アリー政権崩壊直後から統治を担った「管理政権」が、最初の選挙
の規則と日程を定めた 95。2011 年 3 月 23 日に公布された「暫定的な公権力の組織に関わる
2011 年 3 月 23 日の 2011 年第 14 号政令」96は移行期間の暫定憲法あるいは基本法としての性
質をもち、チュニジアの移行期の「ゲームのルール」の最初のものといえる。2011 年第 14 号政令は
19 カ条からなる。前文では 1959 年制定の旧憲法下の統治体制が、1 月 14 日のベン・アリー政権
崩壊に至る国民の革命的な意思表明によって持続不能になった点を認め、そのうえで移行期の暫
定的な統治体制を定めている。ここで設定された「ゲームのルール」の特徴は、管理政権の権限の
及ぶ期間を厳密に定義していることであり、それによって旧政権派の影響力の持続を回避する内容
になっていることである。第 14号政令では、大統領が国外逃亡し、議会が解散された条件下におい
て、行政府が立法府の権限を掌握するとしているものの、第 1 条で、この政令で規定された暫定的
な公権力は立憲国民議会が招集されるまでの期間のみ有効である旨が明記されたうえで、第 18 条
で、この政令そのものが、立憲国民議会が選挙・招集され新たな統治機構を設立した時点で効力を
失うと重ねて規定してある。さらに、チュニジアの場合は、旧支配政党RCD幹部の選挙への立候補
を禁じる政令を「管理政権」自らが発布し 97、実際に施行した。移行期政治が進むにつれて旧政権
派が段階的に排除されるような制度設計がなされたといえる 98。 
立憲国民議会の選挙の結果、議会の主要勢力となったナハダ党主導の連立与党は、2011年 12
月 10 日、立憲国民議会で、以後の政治過程のゲームのルールを設定する基本法を可決させた 99。
ここで設定された新たな「ゲームのルール」の重要な点は、大統領、首相、立憲国民議会議長に権
力を分散させる議院内閣制を採用したところだろう。連立を構成する三党に応分のポストを配分する
必要性から採用された議院内閣制であるが、強力な大統領権限を廃し、議会に対して責任を負う首
相ポストを、過半数には及ばない最大政党が獲得したことで、以後の移行期間における統治の独裁
化を未然に防いだといえよう。  
                                                     
95 Marsūm ‘Adad 14 li Sana 2011 Mu’arrakh fī 23 Māris 2011 Yata ‘allaq bi al-Tanẓīm al-
Mu’aqqat li al-Sulṭa al-‘Umūmīya,” Al-Rā’id al-Rasmī li al-Jumhūrīya al-Tūnisīya, No. 20, 25 
March, 2011, pp. 367-368. 
96 政令の原文アラビア語・フランス語訳・英語訳は
http://www.wipo.int/wipolex/en/details.jsp?id=11175 からダウンロード可能である。 
97 “Tunisia Bans Ruling Party Officials From Vote,” Al-Jazeera English, 27 April 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/africa/2011/04/2011427185824517250.html 
98 旧政権派の参政権剥奪の運用については、不透明さや行き過ぎも指摘されている。The Carter 
Center, National Constituent Assembly Elections in Tunisia, October 23, 2011. 
99 “Tunisian Assembly Adopts Provisional Constitution,” Al-Jazeera English, 11 December 
2011. 
http://www.aljazeera.com/news/africa/2011/12/201112115101550490.html 
Amine Ghali, “A Tangled Road Lies Ahead in Tunisia’s Constitutional Process,” The Daily 
Star, December 13, 2011 
http://www.dailystar.com.lb/Opinion/Commentary/2011/Dec-13/156695-a-tangled-road-lies-
ahead-in-tunisias-constitutional-process.ashx#axzz1ixXDWusH 
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チュニジアの立憲政治は決して円滑に進んだわけではない。たとえば 2012年 3月の時点では、
同年 10月にも憲法が制定されるという見通しが示されていたが 100、実際には憲法制定は 2014 年
1 月までずれ込んだ。その間に、ジバーリー内閣は退陣を余儀なくされ 101、アライイド内閣も憲法制
定と引き換えの総辞職を迫られ 102、政党色の薄いテクノクラート中心のジュムア内閣が、新憲法下
での最初の選挙を実施する選挙管理内閣として成立した。しかしナハダ党主体の連立政権は、立憲
国民議会の解散要求を受け入れず、軍も中立を保った。それによって内閣による統治の行き詰まり
が、憲法制定そのものの頓挫に転化することを食い止めたといえよう。 
内閣総辞職を引き替えに立憲プロセスの完了を実現したナハダ党主導の暫定政権の判断は、移
行期政治の一つのモデルを提示したといえるだろう。移行期政治の「ゲームのルール」の枠外での
デモや暴力によって政治的な意思を実現することや、ゲームのルールそのものの改変や蜂起が行
われることは未然に阻止され、原則としては、当初設定された工程表と制度の下で新憲法制定がな
されたといえよう。 
チュニジアの特徴は、「管理政権」の時期から「臨時政権」へと進む過程で、「ゲームのルール」の
設定主体の地位が円滑に受け渡されたことだろう。「管理政権」は期限を厳密に区切った限定的な
「ゲームのルール」を設定した。選挙を経て成立した「臨時政権」の下で、次の段階の「ゲームのルー
ル」が設定された。それぞれの段階で社会から、あるいは競合する政治勢力からのデモやボイコット
による挑戦を受けたものの、「ゲームのルール」への重大な変更は行われなかった。また、管理政権
が暫定統治を行う根拠とした憲法宣言において、1959 年憲法の効力の主要部分が適用不能と宣
言されたことから、移行期プロセスに旧憲法の規範に基づいた司法の介入があらかじめ阻止されて
いた。 
 
（２）エジプト 
 エジプトの場合、「ゲームのルール」の設定に関わる主要な文書だけでも、下記のようなものがある。 
 
①憲法宣言（2011年 3月 30日に SCAFが発布） 
                                                     
100 “New Tunisia Constitution Ready in October: Speaker,” Tunisialive, May 11, 2012. 
http://www.reuters.com/article/2012/05/11/us-tunis-constitution-deadline-
idUSBRE84A0UN20120511 
101 “Tunisia’s Outgoing PM Apologizes to Tunisian People,” Reuters, February 21, 2013. 
http://www.reuters.com/article/2013/02/21/us-tunisia-politics-jebali-
idUSBRE91K18G20130221 
102 “BREAKING: Parties Agree on New Prime Minister, According to Union Head, 
Tunisialive, 12 December 2013. 
http://www.tunisia-live.net/2013/12/12/breaking-parties-agree-on-new-prime-minister-
according-to-union-head/ 
“A Political Deal in a Deeply Divided Tunisia as Islamists Agree to Yield Power,” The New 
York Times, December 16, 2013. 
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②「セルミー文書」 （2011年 11月 1日に SCAFの意向に沿ってアリー・セルミー副首相が提示） 
③憲法宣言追加条項（2012年 6月 17日に SCAFが発布） 
④憲法宣言（2012年 8月 12日にムルスィー大統領が発布） 
⑤憲法宣言（2013年 7月 8日にマンスール暫定大統領が発布） 
 
エジプトの事例は、チュニジアとは対照的に、「ゲームのルール」の設定主体が頻繁に入れ替わり、
「ゲームのルール」自体がしばしば重大な変更を蒙ったところに特徴がある。移行期の初期の段階に
おいて、「ゲームのルール」の設定を行ったのは SCAF だった。しかし SCAF そのものの政治的能
力は定かでなく、その権限の根拠も自明ではなかった。また軍の統治能力と実効性にも未知数の面
が多かった。そこから、軍はさまざまな法律専門家に移行期の統治機構の制度や法的根拠の設定
において依存すると共に、世論や社会・政治的な諸勢力の要求の変化に伴ってしばしば立場を変
更した。また、相次ぐ選挙や国民投票の実施を経て、軍は既得権益を背負った一当事者としての性
質を強め、「ゲームのルール」を広く諸勢力に示す中立的な裁定者としての立場を失っていった。 
また、司法の介入によって議会選挙が無効とされ、実際に議会が解散されたことから、移行期のう
ちかなり長い期間において議会が十全に存在しなかった。選挙で選ばれた立法府が「ゲームのルー
ル」の設定を主導せず、SCAF やムルスィー大統領など、行政権を掌握した勢力が「ゲームのルー
ル」を設定し改変する権限を主張し、しばしば行使したところに、エジプトの移行期が他の 3 カ国と
顕著に異なる点だろう。 
ムバーラク政権の崩壊直後に、軍はイスラーム主義勢力に近い有力な法律家を長とする、憲法改
正委員会を指名した 103。憲法改正委員会は 9カ条に関わる改正条項に関する改正案を提案し 104、
3 月 19 日の国民投票に付されて、賛成多数により可決された 105。国民投票に付されたのは、大統
領の任期を限定する条項を中心とした極めて限定的な改正案だった。しかし、3 月 30 日に軍が発
布した憲法宣言は 63 カ条からなり 106、3 月 19 日の国民投票に付された改正案以外の多くの新た
な条項を含むものだった。憲法宣言は 1971 年に制定され、３次の修正を受けた旧憲法の内容を多
                                                     
103 “Ex-Judge to Head Egypt Reform Panel,” Al-Jazeera English, 15 Feb 2011.  
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/02/201121563130198336.html 
104  Nathan J. Brown and Michele Dunne, “Egypt’s Draft Constitutional Amendments 
Answer Some Questions and Raise Others,” Carnegie Endowment for International Peace, 
March 1, 2-011. 
http://carnegieendowment.org/2011/03/01/egypt-s-draft-constitutional-amendments-answer-
some-questions-and-raise-others/fr 
105 “Egypt Referendum Strongly Backs Constitution Changes,” BBC News, 20 March 2011. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-12801125 
106 2011年 3月 30日発布の憲法宣言の文面は例えば “al-I‘lān al-Dūstūrī 2011,” Bawwāba al-Ḥ 
Ukūma al-Miṣrīya （http://www.egypt.gov.eg/arabic/laws/constitution/default.aspx） で閲覧する
ことができる。 
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く引き継ぎながらも、同一の文面ではなかった。このため、エジプトの移行期の制度と規範を初期段
階で設定した「ゲームのルール」には、その内容と根拠の双方に多くの曖昧さを含むことになった。 
憲法宣言では、大統領と内閣と議会の権限や構成を定めているものの、大統領と議会のどちらの
選挙を先に行うかについて示されていなかったため、移行期政治の工程表としては不十分なものだ
った。また、議会は旧体制と同様に人民議会とシューラー評議会の両院からなるものとされたが、シ
ューラー評議会の立法権については曖昧にしか規定されていなかった。第 32 条では人民議会は
直接選挙によって選挙される 350 名以上の議員からなるものとされ、半数の議席を労働者と農民に
割り当てるという旧憲法下での規則も継承された（大統領による 10 名以下の指名枠を設けた）。第
35条ではシューラー評議会は 132名以上の議員からなるものとされ、その 3分の 2以上は直接選
挙によって選挙されるものとした。ここでもその半数は労働者か農民であるとされた（3 分の 1 は大統
領による任命）。シューラー評議会の立法権は曖昧であり、人民議会が何らかの理由で解散される
か機能を停止した場合に立法権の所在が不明となる不備を抱え込んでいた。 
そして、憲法宣言は立憲政治の工程表において特に曖昧さを含んでいた。第 60条では、議会選
挙から 6カ月の間に、人民議会はシューラー評議会と共に、100名からなる憲法起草員会を選出す
ることと規定され、憲法起草委員会は６カ月の間に憲法草案を起草するものとされている。草案は確
定後 15日以内に国民投票に付されるものと規定されている。しかし SCAFが憲法起草委員会の選
出のために人民議会とシューラー評議会を招集するものとされており、憲法制定の権限をもつ主体
は最終的には SCAF であると解釈することも可能であり、両院の多数決によって憲法起草委員会が
選出されうるのかどうかについても議論の余地が含まれる文面となっていた。また、憲法起草委員会
に選出される委員が議員であるべきなのか、あるいは議員が憲法起草委員会の多数を占めることが
できるのかについても明記されていなかった。 
また第 61条では SCAFの行政・立法の双方にまたがる権限は、人民議会とシューラー議会が招
集されて機能し、大統領が選挙されて就任する時点まで持続するとされていた。そのため、司法の
介入等でいずれかの議院が解散あるいは停止している場合には SCAF が立法権を担い続けるだ
けでなく、そもそも大統領を軍が超法規的に拘束して解任するといった事態においてさえも、軍に正
統に行政権が戻ると解釈し得るものとなっていた。第 62条では既存の法律の効力は持続するものと
明記されており、ムバーラク政権とそれ以前の政権下で制定・施行された権威主義的で政治的権利
を制約する多くの法律やそれに基づいた判例もすべて効力を持続するとみなすことができる文面に
なっている。 
このような曖昧さを多く含んだ憲法宣言によって設定された「ゲームのルール」には不確定性が高
く、ゲームのルールの解釈や、ゲームのルールの不備に関する補足的な設定をめぐって政治的な
対立を激化させ、移行期政治を遅延させる原因となった。 
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特に争点となったのは、憲法起草委員会の選出規則だった。憲法起草委員会の構成や選出方
法は、憲法宣言第 60 条で 100 名という人数が示されたのみで、それ以外は曖昧なままに留まって
いた。そうであれば、選挙された議会が自ら議論して選出規則を定めることも可能であったはずだっ
た。しかし人民議会やシューラー評議会の選挙投票が行われる前の 2011年 11月 1日に、軍の司
令を背景に、暫定内閣のアリー・セルミー副首相が憲法起草委員会の構成と選出方法を含む、新憲
法の基本原則を諸政治勢力に示した。これが 22 カ条と付属文書からなるいわゆる「セルミー文
書」107とされるものである。ここでは軍の政治的権限が新憲法においても保持されることが記されて
いるだけでなく、新憲法制定過程における議会勢力の影響力を大幅に制限するものとなっていた。
末尾に付された「新憲法制定のための立憲会議の構成原則」108憲法起草委員会の 100 名のうち
80 名が議会外の諸勢力に配分されるものと規定され、議員から選ばれる 20 名にしても、各政党か
ら最大 5 名とされて、議会で多数派を掌握した勢力が憲法起草の主導権を握れない制度設計とな
っていた。 
 セルミー文書に対して諸政治勢力の同意が必ずしも得られないまま 109、人民議会およびシューラ
ー議会選挙が行われたところ、ムスリム同胞団の設立した自由公正党だけでなく、サラフィー主義系
のヌール党が躍進し、イスラーム主義系の政党が議会の圧倒的多数を占めるに至った。議会のイス
ラーム主義勢力は、憲法起草委員会の構成をより議会主導のものに改めた。2012 年 3 月 25 日に
ムハンマド・サアド・カタートニー人民議会議長が発表した憲法起草委員会の委員リストでは、100名
のうち両院の議院から 50名が、議会外から 50名が選出されていた 110。 
しかしここで、軍は司法を通じて介入した。2012 年 4 月 10 日、カイロの行政裁判所は憲法起草
委員会がエジプトの政治・社会勢力を広く代表していないとして解散を命じた。そこにはSCAFの示
した法的見解が強く影響を与えていた 111。軍と司法の支持を受けた議会内少数派はムスリム同胞
                                                     
107 セルミー文書は下記に掲載されている。 
“Mashrū‘ al-Mabādi’ al-Asāsīya li-Dustūr al-Jadīd,” November 1, 2011.  
http://anarabcitizen.blogspot.jp/2011/11/blog-post.html 
英訳は下記に掲載されている。 
http://anarabcitizen.blogspot.jp/2011/11/english-full-text-of-egypts.html 
セルミー文書についての報道には下記のようなものがある。“Political parties and powers to approve 
El-Selmi document, on condition it is amended,” Ahram Online, 16 Nov 2011.  
http://english.ahram.org.eg/News/26754.aspx 
108 “Ma‘ā’īr Tashkīl al-Jama‘ī ya al-Ta’sīsīya li wad‘ al-Dustūr al-Jadīd,”  
http://anarabcitizen.blogspot.jp/2011/11/blog-post.html 
109 “Political Parties and Powers to Approve El-Selmi Document, on Condition it is Amended, 
Ahram Online, 16 November 2011. 
http://english.ahram.org.eg/News/26754.aspx 
110 “Bi al-Usamā’: I‘lān Tashkīl Lajna al-<<100>> al-Mukallafa bi Kitāba al- Dustūr,” Maṣrī  
al-Yawm, March 25, 2012.  
http://www.almasryalyoum.com/news/details/168145 
111 “Egypt Court Suspends Constitutional Assembly,” BBC News, 10 April 2012.  
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-17665048 
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団をはじめとするイスラーム主義系の多数派勢力に対して強硬な姿勢で交渉に臨み、合意は遅れ
た。2012年 6月 5日に軍は諸政治勢力に、憲法起草委員会の委員の配分について 48時間以内
に合意するように命令し、7 日には合意がなされた 112。この合意では、100 名のうち、人民議会から
39名、司法から 6名、弁護士・法学教授から 9名、軍、警察、法務省から各 1名、労働組合から 13
名、有識者から 21名、アズハル機構から 5名、コプト教会から 4名が選出されるものとされていた。
憲法起草委員会の決定は 3 分の 2 の委員の賛成によるものとされた。この合意では、セルミー文書
に比べて議会勢力への割り当てが増え、多数派の政党への割り当て上限は撤廃された。しかし議会
勢力だけで過半数を占めることはできないように規定し、かつ 3分の 2の絶対多数という厳しい条件
を課すことで、議会の多数派勢力の権限を制約したものといえる。 
 また、2012年 6月 14日に、最高憲法裁判所は人民議会の選挙法を違法として、選挙無効・人民
議会解散を命じる判決を下し 113、軍が即座に人民議会の閉鎖を実施した。それによって、6 月 16・
17 日の大統領選挙決選投票で大統領が選出された後も、人民議会が解散させられていることから、
立法権の所在が不明確になる見通しが立った。さらに、大統領選挙の決選投票の最終日が終了し
た 6 月 17 日に、軍は憲法宣言追加条項 114を発布し、軍に関する決定権をSCAFが保持すると明
記しただけでなく、立法権も新たに人民議会が選出されるまで維持するものとし、立憲プロセスに介
入する権限も規定した 115。 
 このように、多大な制約を課されたにもかかわらず、なおもムスリム同胞団とサラフィー主義諸政党
は、2012 年 6 月 26 日に召集 116された第二次の憲法起草委員会を主導的に運営した。議会で多
数派を占めるだけでなく、弁護士や法学教授、労働組合指導者や有識者といった議会外から選出さ
れた委員のなかにも、イスラーム主義的な人物が多く含まれていたからである。 
また、2012年 6月 30日に就任したムルスィー大統領は、選挙で示された民意の支持を支えに、
大統領の行政権限を当初予想された以上の範囲で行使し、立憲プロセスの推進を後押しした。ムル
                                                     
112 “Egypt Parties End Deadlock over Constitutional Panel,” BBC News, 8 June 2012. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-18360403 
113 Chibli Mallat, “Saving Egypt’s Supreme Constitutional Court from Itself,” Ahram Online, 
15 June, 2012. 
http://english.ahram.org.eg/News/45009.aspx 
114 “English Text of SCAF Amended Egypt Constitutional Declaration,” Ahram Online, 18 
June, 2012.  
http://english.ahram.org.eg/News/45350.aspx 
115 Nathan J. Brown, “The Egyptian Political System in Disarray,” Carnegie Endowment for 
International Peace, June 19, 2012 
http://carnegieendowment.org/2012/06/19/egyptian-political-system-in-disarray/c073 
116 “Egypt’s Constituent Assembly Convenes Tuesday with Future Still in Doubt,” Ahram 
Online, 27 June 2012. 
http://english.ahram.org.eg/News/46274.aspx 
“Constituent Assembly Carries On,” Daily New Egypt, June 28, 2012 
http://thedailynewsegypt.com/2012/06/28/constituent-assembly-carries/ 
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スィー大統領は 8 月 12 日に電撃的にタンターウィー国防相とアナーン参謀総長を更迭し、立法権
を掌握した 117。選挙での民意の支持を背景に、軍に対する一時的な優勢に立ったムルスィー大統
領は、さらに大統領権限を行使して「ゲームのルール」の再設定を図った。11月 22 日には、立憲プ
ロセスの期間内に大統領が行った措置の一切を司法の介入から免除する憲法宣言を発布した 118。
これは移行期の行政と立憲プロセスへの司法による過剰な介入を排除するためのものと理解するこ
とができるが、反対勢力からは強権政治を目指したものとして国内外から非難を浴びた 119。憲法宣
言で規定されていた 6 カ月間の起草期限の終了が近づいた 11 月末の段階で、12 月 2 日にも司
法の介入による憲法起草委員会の解散命令がなされるとの観測が高まった 120。憲法起草委員会は
それに先んじて起草作業を終え 121、憲法草案は 12 月 15 日の国民投票 122で信任された。このよ
うに、2012年制定の憲法は、権限を掌握したムスリム同胞団が行政権主導による「ゲームのルール」
の改変を行って、軍や司法による介入を阻止しながら制定に推進したといえよう。 
しかし 2013年 7月 3日のクーデタによって 2012年憲法は廃止され、憲法制定を主導したムスリ
ム同胞団の主要幹部は包括的に投獄された 123。2013 年 7 月 8 日のマンスール暫定大統領が発
布した憲法宣言 124は、選挙された大統領と議会が進めた立憲プロセスの成果を、軍と司法がさまざ
まな手段を用いて排除したうえで、一方的に新たに「ゲームのルール」を設定する形になった。暫定
                                                     
117 “English Text of President Morsi's New Egypt Constitutional Declaration,” Ahram Online, 
12 August 2012. 
http://english.ahram.org.eg/News/50248.aspx 
118 “English Text of Morsi's Constitutional Declaration,” Ahram Online, 22 November 2012. 
http://english.ahram.org.eg/News/58947.aspx 
119 “Politicians Divided on Morsy’s New Constitutional Declaration,” Egypt Independent, 22 
November, 2012. 
http://www.egyptindependent.com/news/politicians-divided-morsy-s-new-constitutional-
declaration 
120 “Egypt Constitutional Court Postpones All Sessions Indefinitely,” Ahram Online, 2 
December 2012. 
http://english.ahram.org.eg/News/59621.aspx 
121 “Egypt Islamists Hurriedly Approve New Constitution,” Yahoo News (AP), November 30, 
2012. 
http://news.yahoo.com/egypt-islamists-hurriedly-approve-constitution-043918749.html 
“Egypt's Draft Constitution Translated,” Egypt Independent, 2 December 2012. 
http://www.egyptindependent.com/news/egypt-s-draft-constitution-translated 
122 “Administrative Court Non-decision Gives Assembly Ample Time to Finish Constitution,” 
Ahram Online, 23 October, 2012. 
http://english.ahram.org.eg/News/56348.aspx 
123 ムスリム同胞団幹部の逮捕については、氷山の一角であるが、次のような報道がある。“Egypt 
Arrests Muslim Brotherhood Leader Beltagi,” BBC News, 29 August 2013. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-23887775 
“Egypt Arrests Muslim Brotherhood Leader: Ministry Source,” Reuters, October 30, 2013. 
http://www.reuters.com/article/2013/10/30/us-egypt-protests-arrest-
idUSBRE99T03S20131030 
124 マンスール暫定大統領による憲法宣言は http://www.wipo.int/wipolex/en/details.jsp?id=13116 
からダウンロードできる。 
「アラブの春」後の移行期過程 
   
121 
 
中東レビュー  Vol.1   ©IDE-JETRO2014 
政権は 10 人の専門家からなる憲法改正委員会を指名 125して 2012 年制定の憲法への改正案を
提示させたうえで、諸政治勢力や市民社会団体、宗教者や専門家などからなる「憲法改正のための
50人委員会」126を発足させた。50人委員会によって採択された憲法草案 127は、2014年 1月 14・
15日に国民投票に付され、承認された。 
このように、エジプトでは移行期政治の「ゲームのルール」の設定主体が頻繁に移り変わると共に、
軍もムスリム同胞団もしばしば自らが設定した「ゲームのルール」を変更した。議会ではなく行政権の
掌握を根拠に「ゲームのルール」の設定主体となった点で、両者は共通している。軍は選挙後も超
越的な裁定者としての地位を維持しようとしたため、複数の設定主体が併存し競合した。それによっ
て生じる混乱を軍による武力で解消しようとしたのが 2013年 7月 3日のクーデタといえよう。クーデ
タで一方の当事者が排されたことで「ゲームのルール」は一元化されたが、選挙によって選ばれた主
体が設定したルールとそれに基づいた憲法制定プロセスの成果を放擲したため、その後の政治プロ
セスの正統性に疑念が生じさせる結果となった。それによって、持続するムスリム同胞団支持層によ
る抗議行動や、増加する過激派によるテロが正統化される余地が生まれたといえる。 
 
（３）リビア 
 リビアの場合、移行期政治の制度と工程表は次の主に次の一連の憲法宣言や法律によって示さ
れた。 
 
①「民主的リビアのためのヴィジョン」（2011年 3月 29日に国民移行評議会が発表） 
②憲法宣言（2011年 8月 3日に国民移行評議会が発表） 
③憲法宣言への修正条項（2012年 3月および 7月に国民移行評議会が発表） 
④憲法起草委員会選挙法（2013年 7月 16日に国民議会が制定） 
⑤立憲プロセスの工程表の再設定（2014年 1月 31日および 2月 4日） 
 
                                                     
125 “Mansour to Form Committee in Charge of Constitutional Amendments,” Egypt 
Independent, 18 July 2013.  
http://www.egyptindependent.com/news/mansour-form-committee-charge-constitutional-
amendments 
126 “Members of Constitutional Committee of 50 Announced,” Egypt Independent, September 
1, 2013. 
http://www.egyptindependent.com/news/members-constitutional-committee-50-announced 
127 2012年憲法と 2014年憲法の条文やその比較については下記を参照。 
“Comparing Egypt’s Constitutions,” Carnegie Endowment for International Peace 
http://egyptelections.carnegieendowment.org/2013/12/06/comparing-egypts-constitutions 
“Egypt’s Constitution 2013 vs. 2012: A Comparison,” Egypt Independent, 12 December 2013. 
http://english.ahram.org.eg/NewsContent/1/0/88644/Egypt/0/Egypts-constitution--vs--A-
comparison.aspx 
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 リビアでは、国民移行評議会が内戦で首都トリポリを掌握する段階で、政権崩壊後の政治プロセス
の「ゲームのルール」を設定した。しかし国民移行評議会自身が、選挙によって選ばれた国民議会
に権限を委譲する直前に、憲法制定手続きに関するゲームのルールの重大な変更を行ったことで、
その後の移行期政治に混乱と遅滞を招く一因となった。 
 国民移行評議会は発足からそう時期をおかない 2011年 3月 29日に『民主的リビアのためのヴィ
ジョン』を発表して基本的な理念を提示した 128。そして内戦が優勢に転じるなかで、2011 年 8 月 3
日には 37カ条からなる「憲法宣言（al-I‘lān al-Dustūrī; Constitutional Declaration）」を発表し、
カッザーフィー政権の打倒以後の移行期政治の諸段階を規定した 129。そこでは、遅くとも 2013 年
末までに新憲法の下での恒久的な新体制に移行するというタイム・テーブルが示されていた。憲法
宣言の第 30 条では、カッザーフィー政権からの「解放」から 90 日の間にトリポリに暫定政府を設立
するものとされた。国民移行評議会は国民議会の選挙法を定め、「解放」から 240 日以内に選挙を
行い、選出された国民議会の招集に合わせて国民移行評議会は解散するものとされた。同じく第
30条で、200名からなる国民議会は、憲法起草委員会を選出するものとされた。 
 なお、第 29 条と第 33 条で、国民移行評議会を構成する者は、国民議会選挙後にその議長職や
閣僚職に就くことができないと規定した。政権国民移行評議会そのものにもカッザーフィー政権の元
閣僚が含まれていることから、それらの政権からの離脱者を含めて、過去との断絶を約束する内容と
なっている。また、第 34条では過去の憲法・法規範は効力を失うとされている。 
内戦中に起草された憲法宣言は不備の目立つものであり、第 30条で示された、移行期の国民議
会や憲法起草委員会の選出方法には、定員や地域的・民族的な配分などに不明瞭な部分が多くあ
った。それらの部分は、国民移行評議会がカッザーフィー政権の崩壊を受けて実質的な統治を行う
過程で、諸勢力との個別の協議によって規定あるいは改変されることになった 130。国民議会の選挙
方法は、地域や部族などに基づく各地の勢力の交渉によって、120 議席を小選挙区制で、80 議席
を比例代表制で選出することが定められた。憲法起草委員会の構成や選出方法についてはさらに
曖昧であり、それを補う修正憲法宣言が長期間をかけた協議で累積的に行われていった。 
                                                     
128 “A Vision of a Democratic Libya,” The Guardian, 29 March 2011. 
http://www.theguardian.com/commentisfree/2011/mar/29/vision-democratic-libya-interim-
national-council 
129 リビア国民移行評議会による「憲法宣言」の原文は下記からダウンロードできる。 
http://www.wipo.int/wipolex/en/details.jsp?id=11248%29 
英訳は下記からダウンロードできる。 
http://www.al-bab.com/arab/countries/libya.htm 
http://www.constitutionnet.org/vl/item/draft-constitutional-charter-transitional-stagelibya-
2011 
http://www.nationaljournal.com/nationalsecurity/document-libya-s-draft-constitutional-
charter-20110822 
130 “Libya’s Transition without a Constitutional Map,” Al Jazeera Center for Studies, 4 April 
2013. http://studies.aljazeera.net/en/positionpapers/2013/04/20134282438798512.htm 
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2012 年 3 月 13 日には、各地域や部族の代表者との協議の末、憲法起草委員会の定員を 60
名と定める修正憲法宣言が発布された。さらに、国民議会選挙の投票が 2012 年 7 月 7 日に行わ
れる 2 日前の 7 月 5 日になって、国民移行評議会は憲法宣言修正第 3 号を発布して再び憲法宣
言第 30 条を改正した。この修正によって、憲法起草委員会は、国民議会による指名ではなく、国民
の直接選挙で選出されるものと規定された。そして、60 名の委員定数はキレナイカ、トリポリタニア、
フェッザーンの 3 地域にそれぞれ 20 名ずつ配分するものとされた。これは連邦制による分権を主
張する、東部のキレナイカ地方の諸勢力の強い要求を国民移行評議会が受け入れたことによる修
正であるとされている 131。 
これらの憲法宣言の追加によって、選挙で選ばれた国民議会が憲法起草委員会を選出するとい
う、憲法起草プロセスの基本的な手順までもが、個別の諸勢力との協議の結果によって変更された
形となった。国民移行評議会が主導的に「ゲームのルール」の決定を裁定することができず、諸勢力
の、しばしば強硬な手段による威嚇を伴う交渉の圧力によって改変を迫られたことで、移行期政治の
安定性や予測可能性は低下し、諸勢力が「ゲームのルール」に従って政治活動を行う動機付けその
ものを低下させることになった。 
2013年 2月 26日、最高裁判所は憲法宣言への修正第 3号を、国民移行評議会の 3分の 2の
賛成を得ていなかったという形式的な根拠から無効と判決を下した 132。しかし国民議会は 2013 年
7 月 16 日に、憲法起草委員会の委員の選出方法に関する法律を可決し 133そこでは憲法宣言へ
の修正第 3号と同様に、60名の委員が直接選挙によって選ばれるものと規定し、20名ずつ 3地域
に定員を配分するものとした。さらにそれぞれの 20名の委員は部族や地域や女性などに割り当てら
れる複雑なクオータ制採用することになった 134。 
                                                     
131 “We Changed the Way the ‘Committee of 60’ Is to be Chosen for the Sake of Unity – 
Mustafa Abdul Jalil,” Libya Herald, 22 July, 2012. 
http://www.libyaherald.com/2012/07/22/we-changed-the-way-the-committee-of-60-is-to-be-
chosen-for-the-sake-of-unity-mustafa-abdul-jalil/#axzz2qjGPDJHm 
132 “Supreme Court Nullifies NTC’s Constitutional Commission Elections, But Leaves It to 
Congress,” Libya Herald, 28 February 2013. 
http://www.libyaherald.com/2013/02/28/supreme-court-nullifies-ntcs-constitutional-
commission-elections-but-leaves-it-to-congresselections/#axzz2tCKCSz1D 
133 “Constitutional Drafting Committee Election Law Approved,” Libya Herald, 16 July 2013. 
http://www.libyaherald.com/2013/07/16/constitutional-drafting-committee-election-law-
approved/#axzz2qjGPDJHm 
134 “Constitutional Committee Elections on Track, but Complex,” 
Libya Herald, 14 February 2014. 
http://www.libyaherald.com/2014/02/14/constitutional-committee-elections-on-track-but-
complex/#axzz2uDwXMJ25 
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2014 年 1 月 30 日に国民議会は憲法起草委員会の選挙日程と起草の期限や手続きについて
一定の合意に達し 135、それに基づいて 2014 年 2 月 20 日に、憲法起草委員会の委員選挙が実
施された 136。 
このように、リビアの移行期政治の「ゲームのルール」は、特に立憲プロセスに関して中途で重大
なルールの変更や混乱を伴った。しかし、「ゲームのルール」の再設定が、最終的には国民議会で
合意によって行われることで、新たな「ゲームのルール」の法的正統性と、それに基づいて選出され
る委員によって制定される憲法の正統性を確保したとはいえるだろう。 
 
（４）イエメン 
 イエメンでは、移行期の「ゲームのルール」を示したのは次の二つの文書だろう。 
 
①GCC イニシアチブ（GCC が 2011 年 4 月に提案、2011 年 11 月 23 日にサーレハ大統領が調
印） 
②包括的国民対話文書（2014年 1月に国民対話会議が発表） 
 
4 カ国のうち、「ゲームのルール」が外部の仲介者から示されたのはイエメンの事例のみである。サ
ウジアラビアを中心としたGCCが仲介を主導すると共に、米国や国連の支持を受けた、「GCCイニシ
アチブ」と一般に呼ばれる仲介案は、2011 年 4 月に最初に示された 137。国連安全保障理事会は
2011 年 10 月 21 日の安保理決議 2014 号でGCCイニシアチブを支持し、また 2012 年 6 月 12
日の安保理決議 2051 でもGCCイニシアチブに基づいた移行期過程を改めて支持し、合意の実施
を阻害するものに対する将来の制裁を含意している 138。また、2014 年 1 月の包括国民対話会議
の結果も支持している 139。 
                                                     
135 “Libya Sets February 20 for Constitution Assembly Vote,” Reuters, January 30, 2014. 
http://www.reuters.com/article/2014/01/31/us-libya-constitution-idUSBREA0T20A20140131 
“Libya’s New Plan for a Constitution: Can It Overcome the Chaos?, US Institute for Peace, 
February 14, 2014. 
http://www.usip.org/olivebranch/libya-s-new-plan-constitution-can-it-overcome-the-chaos 
 
136  “Voters Make Their Choices,” Libya Herald, 20 February 2014 
http://www.libyaherald.com/2014/02/20/voters-make-their-choices/#axzz2uDwXMJ25 
137 “Yemeni Agreement to GCC Proposal Positions Group as Regional Mediator,” Al-Arabiya, 
23 April 2011. 
http://english.alarabiya.net/articles/2011/04/23/146498.html 
138 国連安保理のイエメン問題に対する決議等は下記にまとめられている。
http://www.securitycouncilreport.org/un-documents/yemen/ 
139 http://www.whatsinblue.org/2014/01/consultations-on-the-conclusion-of-the-national-
dialogue-conference-in-yemen.php 
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GCCイニシアチブの提示から、政権側と野党勢力やその他諸勢力がこれを「ゲームのルール」と
して受け入れるまでには 7 カ月を要した。それは主にサーレハ大統領が、複数回、仲介案の受け入
れを表明した後に署名を直前になって拒否したことによる。2011年 4月 22日にはサーレハ大統領
はGCCの仲介案の受け入れの意向を示し 140、5 月 1 日のリヤードでの調印式が設定されたものの、
4月 30日にサーレハ大統領が退任の条件に留保を付した結果 141、調印式は延期となった 142。仲
介努力が続行され、再び調印の機運が高まったところでサーレハは 5 月 5 から 6 日に今度は野党
側の調印に関して条件を付し、野党勢力もその条件を拒否して調印が流れた 143。5 月 18 日にサ
ーレハが改めて合意を拒否した翌 19 日に、サーレハが党首を務める国民全体会議党の報道官が、
サーレハは 5月 22 日に合意に調印する意向と表明した。しかしその翌日の 5月 20 日にサーレハ
が今度は大統領選挙の前倒し実施を提案し、合意への調印の意図が曖昧になった 144。5 月 21 日
には野党側が先行して調印し、翌日にサーレハも調印するという見通しが立てられた 145。しかし 5
月 22 日に、GCC仲介を実際面で運営するUAEの在サナアの大使館がサーレハ支持派に包囲さ
れ、UAEやサウジアラビアなどGCC諸国、そして米国やEU等の駐イエメン大使が大使館内に閉じ
込められ、ヘリコプターで大統領宮殿に移送されるという緊急事態が生じた。そして大統領宮殿では
調印式が行われたものの、サーレハは自らが党首を務める与党国民全体会議の代表者が仲介案に
調印するのを米大使らと共に立会いながらも、大統領としてのサーレハ自身は、野党の代表が改め
て大統領宮殿内で調印しない限りは調印しないと主張し、これまた寸前で合意を拒否した。翌日
                                                     
140 “Rival Camps Hold Protests in Yemen: Pro-and Anti-government Demonstrators Hold 
Rallies as Saleh Gives Guarded Welcome to GCC Plan to Defuse Crisis,” Al-Jazeera English, 
22 April 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/04/20114229839290858.html 
“Yemen’s President Agrees to Step Down,” Los Angeles Times, April 23, 2011. 
http://articles.latimes.com/2011/apr/24/world/la-fg-yemen-saleh-20110424 
141 “Reports: Saleh Refuses to Sign Exit Deal: Yemeni President Backs Away from Signing 
Agreement Requiring Him to Give Up power in Exchange for Legal Immunity,” Al-Jazeera 
English, 30 April 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/04/201143094747158908.html 
142 http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/05/2011519455413402.html 
“Saleh Refusal Forces Yemen Deal Postponement: GCC-brokered Deal in Limbo as President 
Refuses to Sign and Opposition Calls Off Trip to Riyadh,” Al-Jazeera English, 2 May 2011. 
143 “Saleh ‘Resists’ as Thousands Tally in Yemen,” Al-Jazeera English, 6 May 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/05/201156111244659925.html 
144  “Saleh Calls for Early Yemen Elections: Yemeni Leader’s Call for Polls Comes a Day 
After Pledging Again to Sign GCC-sponsored Deal to End His Decades-long Rule,” Al-Jazeera 
English, 20 May 2011  
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/05/201152042816774534.html 
145 “Opposition Signs Yemen Transition Deal: President Saleh, Still to Sign GCC-brokered 
Deal Intended to End Country’s Months-long Crisis, Warns of al-Qaeda Threat,” Al-Jazeera 
English, 21 May 2011. 
http://www.aljazeera.com/news/middleeast/2011/05/2011521165814481734.html 
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GCCは仲介努力の停止を表明した 146。サーレハ大統領が最終的に仲介案に署名し、退任を受け
いれるのは 2011年 11月 23日であり、この間にサーレハ自身が負傷して国外で治療を受けるなど、
「ゲームのルール」の設定が長引く間に、混乱が激化していった 147。 
GCC仲介案はサーレハ大統領に免責を認め、支配政党の解体や議会の解散を含まず、暫定的
な新大統領の選挙と国民対話会議の開催による、二段階に渡る移行プロセスの日程を示したものだ
った 148。仲介案は大統領が副大統領に権限を委譲するものとし、権限委譲は不可逆で覆されない
とする。大統領と副大統領のGCC仲介案への署名と同時に移行プロセスの一段階目は開始される。
移行プロセスにおいては議会は解散されないがコンセンサスによる決定を求められ、与党国民全体
会議の立法権限は制約される。調印後速やかに副大統領は野党から首相候補を指名し、首相候補
は 14 日以内に挙国一致内閣を設立する。そして 90 日以内に大統領選挙が行われるものとするが、
仲介案に調印した与野党勢力はコンセンサス候補としてハーディー副大統領を推薦するものとされ
ており、実質上の単一候補による大統領選挙が規定されている。新大統領の就任をもって第二段階
が始まるとされるが、第二段階で大統領と内閣に課される最大の任務は、幅広い国民諸勢力からな
る国民対話会議の開催である。国民対話会議は 6 カ月間の任期において、南部の地位など新憲法
の主要課題について議論し、憲法起草委員会の制度を決定することにある。 
 イエメンの国民対話会議の選出作業や議論の対象となる課題の設定は長期化し 149、結局
発足は 2013年 3月 18日までずれ込んだ 150。また、発足から 6カ月で議論を終えるものと
GCC仲介案で規定されていた国民対話会議の議論も紛糾し 151、結局 10 か月をかけて 2014
年 1月に終了した。合意文書に付された 1月 24日採択の「保障文書」において、憲法起草
の実際的プロセスの手順が改めて示された 152。1 月 25 日の国民対話会議の結果発表の式典
                                                     
146 “Yemen Peace Deal Falters,” Los Angeles Times, May 23, 2011. 
http://articles.latimes.com/2011/may/23/world/la-fg-yemen-accords-20110523 
147 “President Saleh Signs Gulf-brokered Power Deal Ending 33 Years in Office,” Al-Arabya, 
23 November 2011. 
http://www.alarabiya.net/articles/2011/11/23/178702.html 
“Yemeni President Saleh Signs Deal on Ceding Power,” BBC News, 23 November 2011. 
http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-15858911 
148 GCC仲介案の原文英訳は Al-BAB.COMに “Yemen Transition Agreement, 2011” として掲載
されている。 
http://www.al-bab.com/arab/docs/yemen/yemen_transition_agreement.htm 
149 Nasser Arrabyee, “National Dialogue in Yemen,” Sada Journal, November 1, 2012. 
http://carnegieendowment.org/sada/2012/11/01/national-dialogue-in-yemen/fdbb 
Samaa Al Hamdani, “Yemen’s National Dialogue: The Country’s Critical Test for Stability, 
Fikra Forum, January 17, 2013. 
http://fikraforum.org/?p=2991 
150 Samaa Al Hamdani, “Is Dialogue Yemen’s Last Resort?” Fikra Forum, March 7, 2013. 
151 Farea Al Muslimi, “Deadlocked Yemen,” Sada Journal, June 20, 2013. 
http://carnegieendowment.org/sada/2013/06/20/surmounting-southern-stalemate/gb6g 
152 “The Guarantees Document of Implementation the Outputs of the Comprehensive 
National Dialogue Conference,” National Yemen, January 25, 2014. 
「アラブの春」後の移行期過程 
   
127 
 
中東レビュー  Vol.1   ©IDE-JETRO2014 
で提示された文書群が、イエメンの内部の諸勢力の合意による「ゲームのルール」の設定を
行ったといえる。 
イエメンの事例では、移行期の「ゲームのルール」を設定するに際しては GCC や米国や
国連など外部の影響力が大きかったが、サーレハ大統領による抵抗によって「ゲームのルー
ル」の設定が遅れ、状況の悪化をもたらした。諸当事者による「ゲームのルール」の受け入
れ後は、多大な遅延を伴いながら、その枠内での移行期政治が一定の進展をみせているとい
える。 
 
むすびに 
 本論文では、移行期政治が進展しているものとみられるアラブ 4カ国について、旧政権の
崩壊の経緯とそれによる移行期政治の初期条件の相違や、暫定政権の性質、立憲プロセスを
中心にした移行期の「ゲームのルール」の内容と設定主体について、各国の事例をみてきた。
本論文では、各国の移行期政治の錯綜する事実関係を整理するための切り口としてこれらの
項目に着目するものであり、必ずしも社会科学的な因果関係を論証することを意図していな
い。むしろそれ以前の基本的な事実関係の確認を通じて、将来のより理論的な考察への土台
とすることに、本論文では注力した。 
 チュニジアやエジプトでは政治指導者の次元では旧政権との断絶性があるのと同時に、国
家機構の一体性は保たれている。両国では比較的迅速に憲法制定までの移行期政治が進んで
いるとみられる。しかしそのことは両国の移行期政治が円滑に進んだことを必ずしも意味し
ない。エジプトにみられるように、迅速な憲法制定がかえって強い反発を招きクーデタに至
り、クーデタを主導した勢力が反対勢力を排除してコンセンサス不在の中で新たな憲法を早
期に制定しており、むしろ将来の混乱の原因を作っているとも考えられるからである。また、
国家機構の一体性の維持は、旧政権時代の既得権益層による民主化の妨害や、抑圧的な統治
の復活をもたらす根拠ともなっている。 
 リビアでは内戦を通じて旧政権の徹底的な排除が行われると共に、国家機構や領土の一体
性が揺らいだ。それによって移行期政治は多大な障害に直面することになり、立憲プロセス
は大きく遅延した。ただし国家形成の段階から新たに始めなければならないという初期条件
は、長期的には体制の大幅な変革を可能にするとも考えられよう。現段階でリビアの移行期
政治の帰結に最終的な判断を加えることは時期尚早だろう。 
 イエメンでは旧政権の支配装置をほとんど解体せずに移行期政治が開始されたが、「ゲー
ムのルール」の設定過程での混乱や遅延が、分離主義や地方の反乱の激化をもたらし、国家
                                                                                                                                                              
http://nationalyemen.com/2014/01/25/the-guarantees-document-of-implementation-the-
outputs-of-the-comprehensive-national-dialogue-conference/ 
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機構や領土の一体性は揺らいだ。GCC という外国勢力による仲介案を受け入れた移行期の
「ゲームのルール」の設定や、旧政権指導者の免責や支配政党・議会の温存、国民対話会議
による選挙を経ない代表者選出によるコンセンサス形成の試みは、他の 3カ国と対照的であ
る。このような激変を避け、選挙を経ないコンセンサス形成を試みるイエメン型の移行期政
治が、選挙を通じた多数決型の移行期政治と比べて、中長期的に大きな混乱を避けた安定を
伴うモデルとなりうるのか、あるいは単に改革が不十分なまま終わることになるのか、これ
も現時点では最終的な判断を下すことができない問いである。 
